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長野県の東部、東信地区に位置する上田市の西部、川西地区小泉地籍は、東西に流れる浦野川

を中心に往古から私たちの祖先が生活していた地域です。

昭和60年度から始まった当地区のほ場整備事業も今年度をもって一段落しましたが、この間の

緊急発掘調査によってその一部が解明された、琵琶塚遺跡 。大道下遺跡では縄文時代から平安時

代に至る貴重な遺構・遺物が大量に出上し、当地域の歴史の解明に多大な影響を与えました。本

年度の調査はこの2遺跡の所在する浦野川第2段丘から南に上がった第 1段丘に所在する高田遺跡

の調査を実施し、今回ここに御報告する次第です。

高田遺跡は奈良時代から平安時代、おおむね8～ 11世紀の遺跡です。この時期、上田市には信

濃国分寺が建立され、創置の信濃国府が置かれていました。さらにこの地域には、当上田市にお

住まいで、上田市文化財保護審議会長をお願いしている黒坂周平先生らの研究成果の大きい「延

喜式東山道」の通過地区として注目されており、道路敷の遺構こそ検出されませんでしたが、こ

の東山道が通っていた頃とも時期を同じくし、この遺跡調査は、奈良～平安時代の地域的な研究

にとどまらず、これらの国家的大事業の研究に寄与でき得る成果を上げられたと思います。

現場調査は、記録的な猛暑にも関わらず、有力な調査補助員と作業員の皆さんの御尽力によっ

て比較的円滑に進捗しました。このことはとりもなおさず、顧問や調査員をお引き受け下さった

先生方をはじめ、長野県教育委員会文化課、上小地方事務所土地改良第一 。二課、地元小泉地区

自治会、同ほ場整備実行委員会の皆様の適切な御指導・御助力の賜物であります。関係各位に心

より御礼申し上げ、序といたします。

平成3年 3月 25日

尚上田市教育委員会教育長  内 藤



例

1 本書は長野県上田市大字小泉字高田における県営ほ場整備事業小泉地区に伴う、平成 2年度

高田遺跡発掘調査概報である。

2 調査は、上田市教育委員会が赤羽寮を調査団長として、高田遺跡発掘調査団を編成し、調査
を委託して実施した。なお、事務局は上田市教育委員会社会教育課が担当した。

3 発掘調査は遺物整理、報告書刊行まで含めて1990年 (平成2年)4月 10日から1991年 3月
25日 まで実施した。この間の調査は調査団の指導のもと、主に中沢徳士が担当した。

4 SB-50に係る発掘・整理は主に長野県丸子実業高校地歴班の金箱教諭、塩入知紀が行っ

た。

5 遺構の実測は猪熊啓司 。中沢 。川崎康子・大井敬子・小山倍子・山崎美津子が行い、一部を
0写真測図研究所に委託した。 トレースは市村みつ子が行った。
6 遺物の実測は中沢が、 トレースは市村力M予った。
7 本文の執筆は、第二章を塩入秀敏が、その他は中沢が行った。遺物の観察は中沢力M子った。
8 版組は中沢・大井・市村・荒井かぎ子力M子った。
9 遺構・遺物の写真撮影は中沢が行った。
10 本調査に係る基準点測量はltl写真測図研究所に委託した。

11 遺物の接合作業は猪熊・中沢 。大井・樋日真知子・市村が行い、石膏復元は樋日・清水閲

二・西沢勝が行った。

12 本調査に係る資料は上田市教育委員会の責任下、上田市立信濃国分寺資料館に保管してあ

る。

13 本書の編集刊行は事務局が担当した。

14 本調査にあたり次の皆さんにご協力、ご助言を賜った。記して感謝する次第である。 (順不

同、敬称略)

黒坂周平、長野県教育委員会文化課、小泉地区ほ場整備実行委員会、小泉自治会、上田市農村

整備課、田宮きよ、尾見智志、小川忠博、上田市立清明小学校、長野県丸子実業高校地歴班

15 本調査に係る高田遺跡発掘調査団の組織は次のとおりである。

顧   問    五十嵐幹雄 (日本考古学協会員、上田市文化財保護審議会委員)
〃      岩佐今朝人 (日本考古学協会員、上田小県誌考古編編纂副主任)

団   長    赤羽  寮 (上田市教育委員会教育長・平成2年 10月 10日迄)
副 団 長    小林 陽三 (上田市教育委員会教育次長)
調 査 員    塩入 秀敏 (日本考古学協会員、上田女子短期大学助教授)

口



調 査 員    猪熊 啓司 (長野県長野高等学校教諭)
″      川上  元 (日本考古学協会員、社会教育課課長補佐文化係長)
〃      倉沢 正幸 (上田市立信濃国分寺資料館学芸員)
〃      塩崎 幸夫 (社会教育課主事)
〃      久保田敦子 (社会教育課主事)
〃 (担当)  中沢 徳士 (社会教育課学芸員)

事務 局長    三輪 善方 (社会教育課長・平成 2年 4月 30日退任)
〃      須藤  清 (社会教育課長・平成 2年 5月 1日着任)

事務局次長    川上  元 (社会教育課課長補佐文化係長)

事務 局員   塩崎 幸夫 (社会教育課主事)
″      久保田敦子 (社会教育課主事)
〃      中沢 徳士 (社会教育課学芸員・担当者)
″      小林香保利 (社会教育課主事・平成 2年 5月 1日着任)

16 発掘・整理作業に参加、協力していただいた方々 (順不同、敬称略)

(調査補助員),II崎康子、大井敬子

間島亥三郎、西沢勝、竹内二郎、関茂樹、小山倍子、山崎美津子、成沢伯、清水芳敏、野田三

雄、小山康直、宮崎四郎、竹内勇、竹内和好、田宮きよ、清水閲二、尾見英雄、塩入知紀、金

箱芳明、柳沢仁美、岩下真、柴崎仁志、柴崎和美、市村みつ子、樋口真知子、窪田幸子、田中

弥重子、小野沢恵美子、唐沢裕子、荒井かぎ子、小林明子、樋日若子、戸谷栄子、倉島長子、

堀内節子

17 今回の発掘調査により、多くの遺構 。遺物が検出された。遺構の完掘状況についてはすべて

掲載したが、遺物出土状況等は除いた。また、遺物については整理の途中段階で、代表的なも

の、残存状態が良いものを選択して報告した。



例

遺 構

1 竪穴住居址 (SB― )、 土壊 (SK― )、 掘立柱建物址 (ST― )、 ビット (P― )、 溝址 (SD― )、

竪穴住居址のピット (P)の番号は任意である。

2 遺構の版組は国家座標の北を基準に行ったが、紙面の都合により例外もある。
3 遺構実測図は原則として原図 1/20、 縮尺1/4を基本とした。なお、竪穴住El■の竃、遺物

出土状況等、必要に応じて原図 1/10、 縮尺 1/4と し、溝址は原図 1/20、 縮尺1/8と した。

4 遺構が時代の新しい遺構によって、あるいは攪乱等によって破壊を受け、プランが明確でな
い場合は古い遺構を破線で示した。

5 竪穴住居址の主軸方位は、国家座標の北と竃を通る住居址の中軸線とのなす角度で示してあ

土壊、ピット、柱穴の規模は、 (長軸×短軸×深さ)で示した。

遺構断面図の標高は、すべてm単位で示してある。

挿図中のスクリーントーンは次のとおり示した。

焼土 鶏彗 炭イMi露報
遺構写真図版の縮小は任意である。

6

7

8

1

2

3

4

5

6

遺 物

遺物実測図は原図 1/1、 縮尺 1/4と した。

土器の実測方法は4分割法を用い、右側 1/2に断面及び内面を、左側に外面を記録した。

黒色処理のある遺物はスクリーントーン i::!離:で示した。

箆削りの方向は  ＼で示した。

法量は最大値を、すべてcmで示した。

出土遺物一覧表の器質は、胎土を「胎」、焼成を「焼」、色調を「色」と記載した。なお、色

調は遺物の外面・内面の基本的な色調を農林省農林水産技術会議事務局監修 。財団法人日本

色彩研究所色票監修『新版標準土色帖』1990年を用いて判別した。

7 遺物番号は実測図版番号及び写真図版番号と一致している。
8 遺物写真図版の縮小は任意である。
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第一章 序  説

第1節  調査に至る経過

1 経過

平成元年 7月 7日

元教文第 130号
平成2年度の農業基盤整備事業等に係る埋蔵文化財の保護について (通知)

(発)県教委教育長 (受)市教委教育長

平成元年 7月 13日

事 務  連 絡
平成2年度の農業基盤整備事業等に係る埋蔵文化財の保護について (照会)

(発)市教委社会教育課長 (受)市農村整備課長、土地改良課長
平成元年 7月 7日付元教文第 130号通知に関する照会

平成元年 8月 2日

上教社発第 176号
平成2年度の農業基盤整備事業等に係る埋蔵文化財の保護について (回答)

(発)市教委 (受)上田教育事務所長
平成元年 7月 7日付元教文第 130号通知に関する回答

平成元年 9月 18日 平成2年度農業基盤整備事業等に係る埋蔵文化財の保護協議

(出席)県教委、■/1ヽ地方事務所、市、市教委の担当課担当職員
2年度施工地区内の試掘調査を実施し、その結果を待って再度協議する。

平成元年10月 16日

～10月 18日

2年度施工地区内の試掘調査

字高田地籍高田堰南側に約1,000ドの遺跡の存在を確認。北側は調査不能。

平成 2年 3月 9日 平成元年度及び2年度県営ほ場整備事業小泉地区・殿城地区に係る埋蔵文化

財の保護協議(出席)県教委、上小地方事務所、市、市教委の担当課担当職員

2 発掘調査の計画

発 掘 調 査 地 上田市大字小泉 遺 名跡 高田遺跡

遺 跡 の 状 況 地目 (水田)、 破壊状況 (一部破壊)

発掘調査の目的及び概要 県営ほ場整備事業小泉地区に先立ち1,000♂以上を発掘調査して記録

保存をはかる。遺跡における発掘作業は平成2年 5月 31日 までに終了

する。調査報告書は平成3年 3月 31日 までに刊行するものとする。

調 査 に要 す る費 用 4,000,000円 調査報告書作製部数 300菩下

発 掘 調 査 の 主 体 者 上田市教育委員会

経 費 の 負 担 割 合 (72.5%)

(27.5%=農家負担分)

上′↓地方事務所  2,900,000円

上田市      1,100,000円

考備 調査の結果、重要な遺構などが検出されたときは、その保存について

改めて協議するよう配慮する。

-1-



平成 2年 4月 1日

上教社発第 76号

埋蔵文化財の発掘調査について

(発)上田市教育委員会教育長
(届出)

(受)上田教育事務所長
平成 2年 4月 4日

庁 保 伝 第 7号
平成2年度文化財関係国庫補助事業の内示について (通知)

(発)文化庁 (経由)長野県教育委員会教育長 (受)上田市教育委員会
平成 2年 4月 4日

2教 文 第 2号
平成2年度文化財保護事業県補助金の内示について (通知)

(発)長野県教育委員会教育長 (受)上田市教育委員会
平成 2年 4月 5日

2上小地上第49号の3

県営ほ場整備事業小泉地区施工に伴う埋蔵文化財の発掘調査について (依

頼)(発)上小地方事務所長 (受)上田市長
平成 2年 4月 10日 委託契約成立 (委託者)上小地方事務所長 (受託者)上田市長

(内容)高田遺跡発掘調査 (期間)平成2年 4月 10日～平成3年 3月 25日
(金額)2,900,000円 (報告書)300部

平成 2年 4月 16日 委託契約成立 (委託者)上田市長 (受託者)高田遺跡発掘調査団長
(内容)高田遺跡発掘調査農政部局負担分 (期間)平成2年 4月 10日～平成3

年 3月 25日 (金額)と,500,000円

平成 2年 4月 16日 委託契約成立 (委託者)上田市長 (受託者)高田遺跡発掘調査団長
(内容)高田遺跡発掘調査文化財保護部局負担分 (期間)平成2年 4月 10日～

平成3年 3月 25日 (金額)2,991,000円平成2年 4月 18日現場調査着手

平成 2年 4月 25日 昨年度試掘調査ができなかった高田堰北側にトレンチを入れたところ、遺
跡が段丘の北端まで広がっていること力W」明する。

平成 2年 6月 2日

上教社発第118-1号

国宝重要文化財等保存整備費補助金交付申請書提出

(発)上田市長 (受)上田教育事務所長
平成 2年 6月 12日 2年度県営ほ場整備事業小泉地区・殿城地区に係る埋蔵文化財の保護協議

(出席)県教委、上小地方事務所、市、市教委の担当課担当職員
調査面積3,000ド以上、調査に要する費用12,000,000円 、経費の負担割合上

小地方事務所8,700,000円 上田市3,300,000円 に変更

平成 2年 8月 10日

上教社発第173号

文化財保護事業補助金交付申請書提出

(発)上田市長 (受)上田教育事務所長
平成 2年 9月 17日 現場調査終了

平成 2年 11月 20日

上教社発第241号
発掘調査終了届

(発)上田市教育委員会教育長 (受)上田教育事務所長
平成 2年 11月 21日

上教社発第242号

拾得届 (埋蔵文化財保管証添付)

(発)上田市教育委員会教育長 (受)上田警察署長
平成 2年 3月 27日 平成2年 4月 10日契約の変更委託契約

平成 2年 10月 1日 平成2年 4月 16日契約の変更委託契約

平成 2年 3月 25日

上教社発第84-2号

高田遺跡発掘調査事業の結果について (報告)

(発)上田市長 (受)上小地方事務所長
平成 2年 3月 25日

上教社発第84-1号

国宝重要文化財等保存整備事業の実績報告書について (提出)

(発)上田市教育委員会教育長 (受)上田教育事務所長

第 2節 調査の経過

-2-



第 3節 調査の方法

遺跡名は長野県教育委員会作成の遺跡台帳に記載されている「高田遺跡」とした。また、記録

の便宜を図るため、遺跡記号としてTa一 Ka― Daの TKDを組み合わせて与えた。各種の記録や

遺物の注記等はこの記号を用いている。

調査区の設定については、 トレンチ調査により遺跡の範囲を確認し、ほ場整備の設計図と照ら
し合わせて、現状保存が難しい箇所を中心に設定した。表上の排除はそのほとんどをバックホー

により、その後の遺構検出～遺構掘りは人手によった。調査の方法はグリッド方式を用い、遺物

の取り上げ、遺構測量に利用した。このグリッドについては、国家座標のメッシュに従い、遺跡

周辺の三角点の座標値から基準点を遺跡に引っ張り設定した。グリッドは、3m× 3mで、調査区

の東から西にA、 B、 C、 D・……とアルファベット順に、南から北に 1、 2、 3、 4・……と番号順に付

し、その組み合わせによってグリッド番号を与えた。

なお、遺跡の基準点は、A-10グ リッド、X=42,444.000、 Y=-27,636.000、 標高 461.555m

であり、上田地区は国家座標第Ⅷ量系に属している。

第4節 調査日誌 (抄)

1990年 (平成 2年 )

4月 18日  調査着手。バックホーにより表土の除去を行う。
4月 19日  テントの設営、発掘機材の搬入を行う。年後から遺構検出作業にかかる。
4月 21日  基準点測量着手。
4月 25日  グリッド杭打ちを始める。高田堰の北側にトレンチを入れたところ、遺跡が段丘北端

まで広がっていることが確認される。

5月 7日  SK-03が井戸址であることが確認される。
5月 11日  SB-08覆土から鉄鏃出土。
5月 18日  SD-06A区から土器片が集中して出土する。SD-05か ら緑釉陶器出土。
5月 28日  P-431か ら柱根出土。

6月 8日  SD-06C区から石組遺構検出。
6月 12日  県教委文化課児玉指導主事ほか4名来訪。
6月 19日  高田堰北側調査区の表土剥ぎをバックホーにより開始する。
6月 28日  高田堰北側調査区の配り図作成
7月 5日  高田ナ回ヒ側調査区のピット、土壊を掘る。
7月 23日  丸子実業高校地歴班の金箱教諭・塩入の2名が本国より参加。SB-50の調査実施。
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7月 24日  長野高校猪熊教諭が本日より参加。
7月 30日  SB-39東南隅から土師器郭が集中して出土する。
3月 9日  丸子実業高校地歴班担当のSB-50完掘。
8月 11日

～16日  盆休み

9月 10日  航空写真撮影に備え、遺構に白線入れ作業を始める。
9月 13日  発掘機材等撤去。雨のため、航空写真撮影中止。この後、雨が数日降り続き、結局撮

影できなかった。

この後、小泉ほ場整備実行委員会事務所で土器洗いをした後、埋蔵文化財整理室にて遺物整理

作業、報告書作成作業を行い、平成3年 3月 25日本書を刊行して調査を終了した。

第1図 調査の範囲
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第二章 環

第 1節 自然的環境

長野県東部に位置する上田盆地の南西部は、塩田地区と川西地区に三分される。塩田地区が盆

地性で塩田平と呼ばれているのに対して、川西地区は浦野川が形成した谷平野と室賀谷を中心と

して形成される地区である。浦野川は、上田小県地方では依田川・神川に次ぐ大測 IIで、小県郡

青木村の大明神岳 (1232m)、 ニツ石岳 (1535m)、 御鷹山 (1623m)、 大沢山 (1440m)、 子檀

嶺岳 (1223m)などを源とする相染川、宮渕川、滝川、田沢川などを集めながら東北流し、中流

域で阿鳥川・室賀川が合流し、下流域に至ってさらに産川を合流して上田市下之条で千曲川に注

ぐ。上流域の青木村沓掛あたりですでに谷平野を形成し始め、その幅は青木村中心部付近で約

400m、 上田市浦野で約 900m、 同吉田で約 1000mをはかる。また河岸段丘もよく発達し、中下

流域では2段を認めることができる。

今回ほ場整備事業に先立って発掘調査された高田遺跡は、浦野川が形成した谷平野の最も幅の

広い地帯である上田市大字小泉の字高田に所在し、浦野川カヨヒ寄り山麓沿いに流れる地域の谷平

野中央部に位置する。一帯は谷平野とはいっても、西から東へ、また南から北へ緩やかな傾斜を

なしている。北禎」に名勝岩鼻からニツ頭山 (922m)につらなる城山 (933m)の山塊が屹立して

北風をさえぎり、また南側には塩田平と画する丘陵状の小尾根が存在するのみで、日照まことに

よく温暖で、その上、全国でも有数の寡雨地帯であるため、浦野川以外に洪水を惹起するような

河川もなく、さしたる自然災害は考えにくい絶好の生活環境であると言える。

高田遺跡は、この緩斜面の約7,000だにわたって広がり、海抜は約450mを はかる。

第 2節 歴史的環境

浦野川流域で人類が足跡を残した最も古い地点として認められるのは、約7000年前の縄文時代

早期後葉茅山式期の土器を出土した室賀谷の奥の谷鬼 (やぎ)遺跡である。地形などからより古

い時期の遺跡が発見される可能性はあるが、現在の時点ではこれを遡る時期の遺跡は確認されて

いない。縄文時代はその後の全期を通して遺跡が存在するが、中期後半に遺跡数が最も増加する

傾向がみられる。後晩期には数的には減少するものの、高田遺跡の北方約600mには、平成元年

に行われた発掘調査により中期後半から後期前半にかけての4軒の敷石住居址や2基の石棺墓な

どが検出された大道下遺跡があり、また、西南西約2.5kmには昭和55年の発掘調査の結果、後朗

後葉加曽利B式期～晩湖中葉大洞C2式湖の遺物を出土し、上田市内でも数少ない該期遺跡の中で

も最も優秀な遺物を出上したことで知られている下前沖遺跡がある。
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跡
号
遺
番 遺 跡 名 時  代 所  在  地 備 考

326 琵 琶塚遺跡 弥生～平安 小泉字琵琶塚 。町裏 昭和61～62年度調査

327 琵琶塚古墳 古 墳

334 旗 鉾 遺 跡 縄文～平安 小泉字旗鉾

335 鍛 冶 山古墳 古 墳 小泉字鍛冶山

337 大道下遺跡 縄文 ～平安 小泉字大道下 平成元～2年度調査

338 和 合 遺 跡 小泉字和合

339 将軍塚古墳 古 墳

340 岳之里遺跡 平 安 下室賀字岳之里

341 岳之鼻遺跡 縄文 ～平安 下室賀字岳之鼻

365 原  遺  跡 縄 文 平 安 岡字原

366 滝  遺  跡 岡字滝

367 古 城 遺 跡 平 安 岡字古城

368 久 保 遺 跡 岡字久保

369 岡 城  跡 近 世 岡字城 一部上田市指定史跡

370 城  遺  跡 平 安

371 城  古  墳 古 墳

381 本 村 遺 跡 平 安 仁古田字本村

383 高 田 遺 跡 奈 良 平 安 小泉字高田 今回調査

384 長谷 田遺跡 弥 生 小泉字長谷田

388 日明塚古墳 古 墳 保野字日明塚

389 富士塚古墳 古 墳 保野字富士塚

413 山 崎 城 跡 近 世 岡字山崎

486 山 崎 遺 跡 平 安

第1表 高田遺跡と周辺遺跡一覧表
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弥生時代の遺跡としては、青木村を含め10をわずかに上回る数の遺跡をあげることができるだ

けで、それも後期後葉箱清水式期の小遺跡が多い。その中にあって、高田遺跡の東北方約500m

の琵琶塚遺跡は昭和 61・ 62年にわたり発掘調査され、23軒の住居址が検出された大遺跡で、こ

の谷平野のみならず上田小県地方を代表する遺跡となった。また、平成元年に発掘調査された大

道下遺跡からも多くの該期住居址が検出され、浦野川の右岸河岸段丘崖沿いに大きな遺跡が展開

する様子が明らかにされた。琵琶塚遺跡からは東海地方西部に中心をもつS字口縁台付甕形土器

が出土しており、弥生時代から古墳時代にかけての端境期の遺跡としても重要である。S字日縁

台付甕形土器は青木村の岡石遺跡からの出土も知られている。また、琵琶塚遺跡からは近畿地方

や北陸地方の影響を受けた土器もかなりの量で出土した。

古墳時代の遺跡は古墳の数に比して意外に分かっていない。湮滅したものも含め 19基を数え

る古墳の内、室賀谷の神宮寺古墳、青木村の塚穴古墳が調査された。ともに両袖式の横穴式石室

をもつが、前者は直線的な羽子板型石室を、後者は胴張りの石室を有する。特に後者の副葬品は

勾玉・切小玉・ガラス小玉 。耳環等の装身具が見事である。また、西北方約 500mの和合将軍塚

古墳は礫郁をもつ竪穴式石室墳と推測され、かつて鉄剣2日が出土したと伝える。北方700mの

日向小泉には日向小泉 1～ 5号墳など6基の円墳が存在し、当地区唯―の群集墳として注目され

る。さらに、東北方 1.5k■に、すでに畑化して湮滅してはいたが人物埴輪。円筒埴輪を出土した八

幡山古墳がある。これらの古墳は、やや古いと考えられる和合将軍塚古墳は例外として、その他

のほとんどは後期後葉～終末期に比定され、6世紀末～7世紀代に築造されたものである。和合将

軍塚古墳が竪穴式石室墳としてそのまま認められるならば、6世紀前葉以前にはすでに相当の権

力の集中があり、その後は少々分散するものの継続して権力の存在をみることができると考えら

れる。浦野川谷平野の最も広い地帯を経済基盤に築かれた古墳なので、対応する集落遺跡の解明

がまたれる。

奈良 。平安時代に至ると、集落数が急増する。技術の進歩により灌漑用水路の開墾や水田の開

発が急激に進んだ結果であり、水田化可能な谷平野はおろか、戦後開拓の手が入った室賀谷奥の

谷鬼の地にも約 1000年前にすでに開拓者が入り込んでいる。8世紀には上田に信濃国府、次いで

信濃国分僧寺 。同尼寺が置かれ、東山道も保福寺峠越えでこの谷平野を通っており、その通過地

点については諸説があるが、最近では谷平野の真ん中を一直線に通ったと言われている。そうす

ると、高田遺跡は東山道に直接面した集落であったとも考えられる。また、信濃16の勅旨牧の一

つ塩原牧も近くにあり、牧に関する数多くの地名等はその事実を如実に物語る。『日本霊異記』に

登場する「跡目郷」の「他田舎人蝦夷」は、信濃国造氏につながるものと思われるが、塚穴古墳

や塩原牧とも何らかの関係があったとも考えられよう。川西地区は『和名類衆抄』の小県八郷の

内の「福田郷」であり、一部分「跡部郷」にも含まれると思われるが、今ならば超一級国道とも

いうべき東山道沿いで中央の文物も入りやすく、当時としては開けた土地だったろう。古代末に

比定される小泉条里的遺構は、今に残るその名残の一つであると言えよう。
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調査の結果

第 1節 検出された遺構

1 概要

今回の調査で検出された遺構は、竪穴式住居址47軒、土娯22基、溝址7基、ピットにより構成

される掘立柱建物址 14基にのぼる。

竪穴式住居址では、SB-30、 36、 40、 54を除いては、主軸方向をほぼ南北に持ち、平面形態

は概ね隅丸 (長)方形を呈している。壁高も10cm前後の浅いものが多いが、SB-45、 461よ、30cm

以上あり、当遺跡の中ではとくに深い数値を示している。

霊は北壁もしくは東壁に設けている。SB-58では北壁と東壁双方に竃が検出されており、お

そらく、北壁竃が何等かの都合で不都合となり、東壁に移築したものと思われる。遺跡が段斤ト

に位置し、北・西風が強いことが、竃の位置に影響を与えている。竃の形態は、遺存状態が必ず

しも良好でなかったため、細部については不明な点が多いが、タイプとしては、住居の壁から張

り出して作るものと、壁のラインを乱さずに、竪穴内部に設けるものに分類されよう。煙道につ

いてはまったく検出されていない。基本的には石組竃が多いと思われ、住居の廃絶時、もしくは

廃絶後に石を抜き取った形跡の残るものがある。こんな中でも、SB-21で検出された竃は、残存

の状態も良く、また、余熱を利用したと思われる施設を、燃焼室に付して配置している点注目さ

れる。

SB-24、 25、 26については、住居の切り合いの関係がプラン検出時に掴めなかったこと、出

土遺物が極端に少なく、また、時期の前後差がほとんど無いこと、床の高さがほぼ同じだったこ

と等により、遺構の前後関係が遂に判明しなかったため、一括図示した。ただ、竃が2基検出さ

れ、SB-24の竃がSB-25の霊に切られていることだけは判明している。

掘立柱建物址群は今回の調査の最も注目されるべき遺構である。しかも、高田堰の南側に集中

し、主軸方位がほぼ一致している。中でも、ST-06は 5× 3間の当地方でも有数の大型の側柱建

物址である。また、ST-02、 03、 04の並びやST-03を囲む塀、ST-04の総柱の建物址など、

大型の建物が並ぶ点、今後の研究の課題として提示したい。その他にもピットの並びで、あるい

は建物址が想定されるものもあったが、ピットの形態や深さなどで、想定を控えたものが多々あ

る。特に、43と 44グ リッドの間に直線に並ぶピットは、あるいは塀の可能性もあるが、平面形態

が円形のものと方形のものが混在しているため、遺構として提示することは差し控えた。

この他、SD-06は、意図的な屈曲や、調水施設の存在など、自然の流路ではない。SK-03の

井戸址とあいまって、品燥な水の便の悪い当地区に居を構えた先人の苦労が窺われると共に、な

ぜこの様な、生活に不可欠な水に苦労する地を選定せねばならなかったのであろうか。
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P-83(70X65X30)P-84(70× 59× 30)P-477(48X47X13)P-478(64X54X27)P-479(56× 46X38)
P-480(56× 44X15)P-481(60X56X34)

僑 落 抑
も1-U4

第 91図

D-07,08,09,10
E-07,08,09,10
461.22～ .29

5。91× 4.15

N-3.5° 一E

P-242(66X58X45)P-347(62X53X52)P-349(62× 50× 35)P-356(93× 65× 53)P-483(60× 46X32)
P-484(40× 40X38)P-490(62X57× 58)P-496(72× 38× 35)P-497140X30× 36)P-517(62× 60× 54)
P-518(72× 42X32)P-559(50× 47× 40)

備 考 × Z間の総 FF^
ST-05

第 92図

ll-07,08,09
1-08,09
461.39～ .44

4.tj∪ ×4.4も

N-40° 一E

P-160(66× 62X21)P-163(49× 48X31)P-169(60× 52× 19)P-171(63× 53X40)P-265146X38X26)
P-266(56X44X14)P-268(55X50X31)P-383(60× 40X14)P-485(70× 54X19)

備 若 3× 2 FFrl  _

第93図

06ST A-04,B-03,04
C-03,04,D-03
04.E-03,04
461.10～ 。21

8,91× 4.75

Ч-87.5° 一I

P-413(90× 90× 51)P-414(95× 90X43)P-415(67× 60× 40)P-417(77× 61× 59)P-418(60× 58X45)
P-419(74× 66X41)P-494(70× 64X34)P-495(68× 66× 53)P-504(74× 70× 61)P-534(52× 50× 50)
P-543(98× 77× 51)P-548(82X67X56)

備 考 5× 3間
ST-07

第94図

G-04,05,06
H-04,05,06
1-04,05,06
461.36～ .40

3.95× 3.47

N-7.5° 一E

P-209146× 42X16)P-210(44× 41× 20)P-213(38X34× 16)P-220(4?X46× 24)P-223(42X40X32)
P-330(44× 44× 26)P386140× 38× 37)P387(60X44X33)

備 考 Z× Z間
ST-08

省彗9氏 氏剛

H-06,07,I-06,
07,J-06,07
461.40～ .44

3.03× 2.95

N-7.5° 一E

P-176(18X16X10)P-177(54× 52 X ll)P-180(76× 66× 23)P-184(20× 20X13)P-185(24× 24X4)
P-201(60× 54X19)P-202(68X38X25)P-276(68X54× 22)P-278(22× 22X9)P-284(24X24X18)
P-286(55× 50× 30)

備 若 Z× Z間
09ST

第96図

H-08,09,I-08,
09,10,」 -08,09,10
461,40～ .45

6.39× 4,33

¶-88.5° 一M

P-154(50× 43× 22)P-159(38× 36X27)P-167(64× 44X24)P-260(68X48X20)P-263(62X60X14)
P-267(44X40× 25)P-319(30X28X17)P-323(44X42X20)P-327(64X54X15)P-484(34X33× 33)

備 考 じ×Z間
ST-10

第 97図

E-14,15,F-14,
15,G-14,15
461.20～ .26

4.50× 3.80

了-86_5° 一Ⅵ

P-26(60× 58× 15)P-38(52X46× 20)P-109(55× 54× 17)P-110(40X36X15)P-132(50× 45× 21)
P-476(38X38× 18)P-511(44× 42X10)

備 考 2× 2間
ST-11

第 98図

A-16,17,B-16,
17
461.17～ .21

4.33× 4.10

ヾ―RR R° 一M

P-863X58× 30P960X58× 3の P1060× 48× 3つ 卜1198X?X3DP 1304X64X36
P-32(50× 48× 44)P-556(56× 56X39)P-644(62× 58X26)P-658(30× ?X?)

僑 考 3× Ztt SB-01を 叫る。
もT-12

寄彗99屁剛

C-00,D-00,
E-00
461.18～ .22

4.76X?

-ヾ86.5° 一Ⅵ

P-488(64X57× 50)P-565(76X60× 45)P-666(70× 66X53)

備 考 |この rトム ハ 7夕 × ?

ST-21

第 100園
ち証;≧洗汚『

25,

461.45～ .50

3.98× 3.59

マー88,5° 一I

P-727(36X34X14)P-728(38X37X16)P-729(40X36× 25)P-730(40X39× 19)P-731(43× 42X17)
P-732(34X34X16)P-733(36X33× 20)P-914(38× 34× 17)P-915(38× 37X22)

備 考 �■一 Z上 を切る。Z× Z間__
も上 ―ZZ

第 101図

田 -44,45,O-44,
45,P-44,45
460.83～ .88

4.44× 3.90

N-39° 一W

P-849(38X31X14)P-850(32X32× 19)P-881(52× 48× 19)P-882(33X30× 17)P-884(38X34× 12)
P-887(40× 30× 24)P-910(68× 38× 20)P-924(40X32X24)P-925(68X38× 15)P-926(76× 65X28)
P-927(28X26× 22)

考 b上 を 切 る。 3× Z間

第 7表 掘立柱建物址一覧表
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第 2 出土した遺物

1 概要
本調査で出土した遺物は、概ね8世紀前半から11世紀にかけてのものである。出土量は総じて

少ないことに加え、遺物整理が中途で、接合作業も十分とはいえない段階であるため、資料の提

示が少ない点はお詫びせねばならない。特に、器厚の薄い土師器甕や、SD-06出土の須恵器群、
ピット出土遺物については、今後の整理で復元・図化できる個体を多量に抱えているが、今回は

その中でも特に残存状態の良いもの、代表的なもののみを提示した点ご了承いただきたい。竪穴

住居址からの出土遺物は総じて量が少なく、時期を決定するには少々おぼつかないものもある。

その中で、SB-46からは纏まった遺物の出土を見た。遺構が深く、残存状態が良かったためであ

る。蓋狐は宝珠形を呈し、土師器堺は朝櫨調整の段階にいたっている。須恵器郭も体部の立ち上

がりの開き方が少なく、底部は箆切り、糸切りを共伴しており、9世紀前後の様相を呈している。

また、当住居址は布目瓦を床着で出上しており、この窯を探ることにより、その時期はよりいっ

そう具体的になろう。SB-52も出土遺物が多く、その時期はSB-46よ り僅か下がり、9世紀半

ば頃に比定されよう。SB-391ま、住居址南東隅の上竣から多量の上師器堺類が積み重ねた状態

で出上しており、その総数は50点余りとなる。今回は先にあげた事情により、そのすべてを提示

し兼ねるが、代表的なものを選んで示した。この出土状態や量は何を意味するのであろうか。こ

の住居址からは他に、いわゆる『足高高台付堺』と、土師器の大型の盤、灰釉陶器壼、鍔付の胴

部に叩き目のある土師器甑等を出土しており、当遺跡でも最終末の11世紀半ば頃の様相を呈して

いる。

掘立柱建物址については、その構成ピットからの出土遺物が極端に少なく、時期を特定するに

至っていない。しかし、竪穴住居址との切り合いの関係から、9世紀半ばを遡る可含旨陛は少ないと

思われる。

SD-06か らは多量の須恵器が出土している。特に、石組遺構から下流にはかなりの量が纏ま
って出上している。しかも、具体的に数値化はしていないが、その95%以上は須恵器である。今

後の整理と研究により、その意味合いはより深められると思われるが、8世紀半ばから後半の、当

地域では比較的資料的に恵まれていない時期だけに、注目したい。

SK-03は井戸址で、かなりの出土量を期待したが、予想していたほどは出ず、今回図示し得
たのは8点のみである。

この他、四耳壼も四点出土し、SB-38か らは腺 (瓶)の注目、SB-08の覆土からは鉄鏃、G
-30グ リッドからは『久』の刻書土器等が出土し、バラエティに富んでいる。また、SD-07出

土の須恵器については、高台と脚が共にあり、高台がその役目を果たさないという初見の器種で

ある。硯の可能性も考えたが、墨を擦った痕跡は皆無である。御教示をお願いしたい。総じて本

遺跡の遺物は、出土量こそ少ないものの、上田市では信濃国分寺・信濃国府 。令制東山道と国家

的大事業が進捗していた時期と重なり、今後の総合的な研究が期待される。
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竪穴住居址
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第 131図 第1号住居址出土遺物実測図
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第2号住居址出土遺物実測図第 132図

第 133図 第3号住居址出土遺物実測図
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第 134図 第4号住居址出+僣物実測図

第130図 第6号住居址出土遺物実測図 (1)
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第 135図 第5号住居址出土遺物実測図
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第 137図 第6号住居址出土遺物実測図 (2)

第 138図
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第 139図 第8号住居址出土遺物実測図 (1)
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第 140図 第8号住居址出土遺物実測図 (2)

第 141図 第 9号住居址出土遺物実測図
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1

第 142図 第 11号住居址出土遺物実測図

第 143図 第 13号住居址出土遺物実測図

第 144図 第 21号イ主居址出土遺物実測図

第 145図 第 22号住居址出土遺物実測図

＼
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6

第 152図 第 31号住居址出土遺物実測図

第 153図 第 32号住居址出土遺物実測図 (1)
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第 154図  第 32号住居址出上遺物実測図 (2)

第 156図 第 34号住居址出土遺物実測図
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第 155図 第33号住居址出土遺物実測図
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第 157図 第 35号住居址出土遺物実測図

第 158図 第36号住居址出土遺物実測図
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第119図 第371号偉居址出主遺物羮測図
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第103図 第40号住居址出土遺物実測図

第104国 1第 41号佳居址出土遺物実測図
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第 165図 第42号住居址出土遺物実測図

第 166図 第43号住居址出土遣物実測図

第 167図 第44号住居址出土遺物実測図
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第 168図 第45

- 100-―



＼

16  17

第 169図 第46号住居址出土遺物実測図 (1)
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第 170図 第46号住居址出土遺物実測図 (2)
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第 171図 第49号住居址出土遺物実測図
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第 173図 第51号住居址出土遺物実測図
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- 104-―



斡掛

ｍ

ｐ
　　燕

印測実物遺　
　
イ

土出址居

ヽ
■
一

＼
＼
＼＼＼_____――」:こと:::::''ケ

テ
タ

5

第 175図

第 176図 第53号住居址出土遺物実測図

―- 105-



3

10●市

∽

,OOm

第170図 第C7号住居址出土遺物実潮国

｀
ξ
〔
iiii:::::::::::ξ

::::::ヨ ヨ
与

'''ll                                           i―

3
1

4

第178図 1第 56号性居述蜘 実測図

21

‰

δ

-406-
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5 出土遺物一覧表

ｈ

ｈ

構

版

遺

図

種

類

器

種
法  量 器 質 成形・形態 整 形 技 法 ほ か

SB-01

131-1

蓋

土師

・
８

・
２

存

２

２

完

朧

鏑

脚 藝:夙)7.5YR7/4にぶモヽ橙雀
(内)2.5YR5/2灰赤色

決を緊 擬
宝朔(外)天丼部鞭櫨による箆肖1り

-01SB

131-2

蓋

須恵

２．６‐・４鳴

径
高
部

爪
残
孤
諄

む含ユウト

的　Ｎ・６灰色Ｎ・５灰色
髄
良的
⑪

冶

先

亀
優患暮矛が擬
宝羽随櫨による撫で

-01SB

131-3

郭

土師

８，３
・０
・２為

１

５

９

１

唯
縞
醒
脚
緊訂儡 i縫

し

並
弯
に
内
的
や
線

鵜

焼

体
な
ち

(内 )ごく僅かに箆磨きの痕跡カ
ある

SB-01

131-4

甕

土師

雇口径２‐．２蜘叫麟

冶

斃

色

粗砂粒を多く含む

ね辮婢崇い橙色
珀

剖

刻
やヵ、醒難

麟
有し
、伽

る

縁
を
Ｆ
す

口
陵
は
叉

(外)(内 )撫で

SB-01

131-5

甕

土師
騒避脇
1/8底 1/4

冶 :0。3の礫、粗砂粒を多く含屯

窒:う｀ 10R5/3赤褐色
(内 )10R4/4赤褐色

口辺部は「くの字
状に外反する

(外)□縁部競強による横位の撫で、胴
部木日状工具による横位の軌槍撫で=
臨 き目」、及び撫で、底部回転糸切り
(内 )槻轄による横位の撫で

SB -02

132-1

郭

無

コ径 12.7
曳高 3.0
本部 1/6 雪:協静持再F紀我灰色

口縁部外反する (外)(内)輯櫨による横位の撫て

SB-02

132-2
郭
鎌

雷雇き:ζ
醸部3/5

冶:黒色粗砂粒を多く含む
斃:良
邑:(外)(内 )7.5Y5/1灰 色

(外 )

(内 )

＜撫

幽　の撫で囀鰯
鰯
嘲

SB-02

132-3
甕
無

残高 5,6

累
縁部の 徹　胞雌
膨一　Ｎ．４Ｎ・７
‥粗砂‥良胡⑪

冶
暁

色
習鳥宅
後、輯輯による横柱

輯櫨による横位の撫で

(外 )

(内 )

SB-03

133-1

郵

土師 欠

‐４．６３．６６．７蓼

繋縞
離
椰

拾:粗砂粒を多く含む

皆:盈
;鼈
6/6髄 鰯勅脚瑯尭

競
ら
口
反

(外)体部幌強による横位の撫で底部
回転糸切りの後、一部箆調整

(内 )箆磨き痕が僅かに残る
幌強右回転

SB-03

133-2

郭

鎌 欠

・３．３３．７６．２舅

径
高
径
部

口
器
嵐
な
自:雨昇揖争課累

Ｃ
穆

絹

随

直

を

均
(内 )拿甦魯暮書遂迄f怒:撫
く(外)

SB-03

138-3
甕
卸 欠

９
．
８
・１
．
０
７
．
５
靱

径
高
径
縁

回
器
嵐
国
轡:絲盤為魏 紳
』

幽

半
彰
邪

t織;塞製呈負紀螢ち機雇ぁ撫で

SB-04

134-1

蓋

須恵

・
６

・
９
存

２

１

完

径
高
部

爪
残
爪 魯:� ―奴窪

リンタボ

鵬学醐

貯

を
随

(外)

(内 )羅鶴鵞郡霧
に」

SB-04

134-2
郭
卸

４．７
・９
・２ハ

ー

３

５

１

径
高
径

口
器
医 窒:島り10YR7/3にぶい離

色

メ

寅

平

奪

味
t織;薫雹定蓬れ箆醒警帝不明

SB-04

134-3

郭

土師 欠

‐２，９３．４５，７潔

略
縞
離
瞭

燒:畳砂粒
を多く含む

色:t織
;盈:蓄//i戻晉色

晋唇寒療習金2'
bヾる
鵬鑢成形 ?

(外 )

(内 )

体部輯鑢による撫で ?

曇議暑吾陰12撫で?
第 14表 出土遺物一覧表 (1)
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恥

配

構

版

遺

図

種

類

器

種
法  量 質器 成形・形態 整 形 技 法 ほ か

SB-04

134-4

郭

土師

残高 1,9
底径 5。6
底部完存 轡:暑静持再F雪色 塗響畳悟錘∬

(外 )

(内 )

SB-04

134-5

電

須恵

口径 8.3
残高 7.4

頸部 1/2

挽:賢
・粗砂粒を含む
色:絵
;多:瑶究鍼岳 :齢挫写

競輯による撫で

饗こ:十経畿鰻によ2盤覇り
外
内

SB-05

135-1

邦

土師

‐２
．
０
４
．
４
５
．
‐
舅

径
高
径
部

口
器
底
堺

鉗
艶賭　呼離

紗良ぃ∩

胎
焼
色

高
が
唇
る

付
な
口
す

t織;鶏霧によ2熱毒
黒色処理

SB-05

135-2

郭

須恵

３
．
４

・
０

・
６
存

御騨御賎

口
器
底
ほ

響 :絡 β系 色～2.5YR
6/4にぶい橙色

ら
に
立

か
部
ら

部
体
が

底
に
な］紳れ祟

上
開
稜
ち

1合1総議彎詈ち穂ヱ
撫で

SB-06

186-1

蓋

無

狐径 2.5
残高 5.2

掘爺ジX欠學鮨Ⅷ 鳩窪
天丼部の張りが粥
峰ヽ t織;警彊Sttζ盤毒

SB-06

136-2

蓋

須恵

・６８．２為

２

１

１

高
径
部

残
裾
裾 轡:与争儡 灰色

(外 ) (内 )輯櫨による撫で

SB-06

136-3

郭

須恵

篠屋::き
底部完存 窪:議脚触牌

輯櫨成形

1合1欝懇博:る総E
SB-06

136-4

壷

須恵

口径 16.5
残高 7.0

累埜避耕磐輔与臨 1と
愁犠
'寺

絵元t織;梁督摂圭負潜頂る撫で
SB-06

136-5

甕

須恵

２５
．
８
‐４
．
５
靱
膨

径
高
部
縁

口
降
硲
似
口

擬:賢
・粗砂粒を含む

艶it待
}岳:)!を矛4讐戻る善量琶

普せ〒身で尋ξウキ|すし
暑乎が
は大きく列寓三靱酵納露

SB-06

137-6

甕

須恵

残高 8,3

累孵ヒ″町擬:賢
・粗砂粒を含む

V特;斜三會,離≧ 鰯鷲港:攣孵
争

SB-07

138-1

蓋

須恵

工

，
３
５
．
５
存

３
３
１
完

径
高
径
ば

狐
器
裾
ほ

胎 :黙 上の礫・粗砂粒を多く

笹:うも(内)5Y8/1灰白色
型夢窓
ボタン状を

寓 濯削
SB-07

138-2

蓋

須恵

・

６

・
５

５

．

２

３

１

雁縞縫
黎

胎 :撃 上の礫・粗砂粒を多く

笹:ε朽(内)5Y8/1灰白色
笙採麟 頼(外)狐部撫で

ぃ姦篭謎亡壱囀賢静把撫で
浄

SB-07

138-3

郭

土師

日径 14.1

繰雇我]
完存
響:蘇豚現をξ13を

膵

上

ら

ち
か
立
部
ら
底
が
の
な
底
し
る

平
弯
が 1含1魯談量望をと警逐彗

-07SB

138-4

郭

須恵

径‐３．高３．９径７．６レ

ロ
器
底
底

色白灰７
鉗
　Ｎ．
陸
∩

の
　
＞

０・４良
俳

胎
焼
色 宣替『尋乗ζ昂ヨ1合|§甦懲吾言箆B拌

で
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遺構No

図版No

種

類

器

種
法  量 質器 成形・形態 整 形 技 法 ほ か

138-5

-07SB 郭

無 欠

・３
．
０
４
．
８
６
．
６
舅

径
高
径
部

口
器
底
体
磐i訴釉キ【笙I号盈第ξ

む
な景蜃邑豊attF

(外 )

(内 )募啓喜吾笞東ヱ
撫で

SB-07

138-6
不
無

８５
。

・

Ｏ

ｏ
７

１

６

９

酪絲醒
蠣
響:絲1誌/1灰白色民写琴

で僅かに外
t織;畿藩鸞寮塚素幕幹享持ちの

SB-07

138-7

邦

無

・
７

・
２
／

１

７

１

高
径
部

践
底
医 轡:播矯留き写就灰白色

い電理隊躍暑4ミ纂就懸

SB-08

139-1

蓋

無

御慇
爪
残
孤 警:鞘穫熱蝙舞鶴

出
呈
突
を
の
状
央
ン
中
タ
は
ボ
部
た
る

狐
し
す 絵1論愁譜響誓篤三管渥削り

SB-08

139-2

郭

土師

残高 3.O
底径 7.8

蜜黙ラ 多
磐:縣杉晶17�橙～添驚慈 送

な
t織;練離雑落:蜃琶冠調

整?

-08SB

139-3
郭
無

口径 13.8
器高 3.9
底径 7.8
底部 1/2
響:岳静持再;く_7灰白色

部
有
に

底
を
部

の
稜
縁

底
に
口

げ
部
ら

上
体
が

や
ら
な
く

や
か
し
開
寓‰噛

SB -08

139-4

郭

須恵

口径 13.6
残高 3.4
体部 1/4 轡:辮持再,iηi詫 笛U矮療ず篠契

こ届(外 ) (内 )輯櫨による撫で

SB-08

139-5

邦

須恵

残高 1,7
医径 6.4
医部 1/2 響:禄静将再F〒_7灰白色活暦2熙

呂寓募啓魯驚ユ癸馨:り
SB-08

140-6
郭
無

篠雇id7
底部 1/6 響:鞄酢抑

付高台
t禽;曇藉冠警奢梨惚

SB-08

140-7

郭

須恵
露洗 堡:綿誌7々明青灰色

(外 )

(内 )

で撫る
り
で

よ
削
撫斡

SB-08

140-8

郭

須恵

‐
・
４
８
．
６
跡

高
径
部

践
瞑
瞑 響:縁静将再F亀堤灰色 寓鍵鞠率:犠 輔ヽ

-08SB

140-9

鏃

鉄製品

７
．
７

３
，
８

０
，
９

２５ｇ

騨
菫

検出面直下から出土

SB-09

141-1

郭

土師

口径 14,2
器高 3.7
1/3 轡:    霊予暦余ヨ言爆

突需i織;黛遭鍵墾による撫で

SB-09

141-2

邦

土師

３７
．

・
５

・

２

１

５

６

略
縞朧
躍 鴎純税ぎ

覇脳鍋を評 需塞翌鋭正透講纂明

第 16表 出土遺物一覧表 (3)
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ｈ

ｈ

構

版

遺

図

種

類

器

種
法  量 器 質 成形・形態 整 形 技 法 ほ か

SB-09

141-3

郭

須恵

６４

ユ

・
６

１

４

５

略縞離陸
轡:鞘再FttL§祷と色

の
体
な

粘
後
部
が

(外 )

(内 )

で撫る
り
で

よ
切
撫

畿

麗

娩
回
に
右

部
部
蠣
櫨

体
底
輯
輯

SB-09

141-4

郭

無 欠

・２
．
０
３
．
４
５
．
３
勁

径
高
径
部

口
器
底
体
響:掃§仙)ЮBG 6�青

内
上
緩

ら
ち
で

か
立
部

］
呻
韓
嚇

平
弯
が
く

で撫る
り
で

よ
切
撫

に
糸
る
転

鑢
転
よ
回

観

脇

体
底
輯
鞭

(外 )

(内 )

SB-09

141-5

郭

須恵

８３

．

・

９

・

３

１

３

６

唯縞離
舅
穆i  長 に

開
部
ら
体
が
ら
な
か
し
底
有
げ
を
上
稜
く

(外)体部輯轄による撫で

(内 )録誰層哲弯黒宅
?

SB-09

141-6

郭

須恵

２

３

・
９

，
０
／
／

２

６

１

１

高
径
部
部

残
底
底
休
響: 唇部内面中央が凹(外)体部魏輯による撫で

(内 )最藷暑吾塗畢惚
SB-09

141-7

郭

須恵

３

　

５

０

．

・

６

５

．

２

３

１

醒絲酪
И

擬:畳
砂粒を僅かに含む

色
:(外)N-6灰色底部5R5/1赤 灰

で
　
つ

部
る
入

唇
す
が

日
反
泡
外
気

台
に
に
る

高
か
体
い

付
僅
器
て

1外)体部枕轄による撫で 高台部顎
で

1内 )騒議稽習婚慕宅箆削り
～箆撫で

SB-11

142-1

蓋

無

爪径 2.9
残高 3.7
孤完存、天引
1/2
響:概,弓尋ヽと戦魯Eむ 學ぢ

擬宝珠状を呈
告|き議書:ξttξ奪&箆削り、可

SB-11

142-2

郭

土師

５４
ユ

・
７

１

４

５

酪縞醒
猪
樫:嬰姶 鼈

底
弯
が

の
内
上

底
は
ち

げ
部
立

上
体
ら

に
ら
が

か
か
な

僅
部
し
る

(外)体部撫で ?

(内 )蜃墓覇融蟹阜懃また響,で
?

SB-13

143-1

甕

土師

・‐
，
２
９
．
７

”‐同菩
レ

高
径
部
位

残
嵐
罠
下

燒:畳
砂粒を多く含む
色:ピ娯し罐と電経73～

6/6 u主員瞑ゑ誌ど立
(内 )箆削り、箆撫での後撫併

で

-13SB

143-2

甕

土師

残高 9.5
底径 8.4
底部完存
I同著11/4
象酵 ρ階土帯積み上げ (外)(内)箆削り、箆撫での後撫

で

SB-13

143-3
甕
卸

残高 7.7

蜃祭翼津 燒
:豊
砂粒を多く含む
色:i織;a爵ヽ解雛景

鞣諺請聾皇与ピか(外)箆削り
の後撫で

(内 )箆削りの後撫で

SB-21

144-1

郭

上師

５
．
‐

・
８

・
２
存

御謗御賎

口
器
底
ほ

粗砂粒を多く含む

盈;輿習R4/8縮色
胎
焼
色

体
ら
ら
が
か
な］呻靭

平
部
立 横1望鸞与卓娃 警

で

SB-21

144-2

郭

無

口径 16.7
残高 5.6
体部 1/8 窒:辱ξ%色

を
的
稜
線

‐こ僅ヵ、な
蝉
韓

部
し
立

体
有
に 鷺t錯齢色寺響奪

SB-21

144-3

郭

須恵

残高 1,7
底径 9,0
底部 1/4

胎
焼
色

丸底気味の底部

1含1擦酢欝懇伝:B総三
SB-22

145-1

郭

土師

６
．

・
３

・
４

１

５

８

唯絲酪
И

に
色為黒

４”６⑪

始
暁
色

添斃懸 態な(外)撫で ?(内 )黒色処理十箆磨き?
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ｈ

ｈ

構

版

遺

図

種

類

器

種
法  量 質器 成形・形態 整 形 技 法 ほ か

SB-22

145-2
郭
無

３
．
２

・
８

ユ

ー

４

５
酪縞酪靡
笹:802.5GY6/1オリーフ
灰色 (内)N-7灰 白色

に
は
ら

間
部
が

の
体
な甥
蝉

底
段
や
立
盆緯醒玩翻

145-3

SB -22 郭

須恵
部

・
０

・
４

体棘贈離潔
穆:辮≒再偏律f詭 蕃唇なネ管金七皇がる 込と慈懲皇Mで

-22

145-4

SB 甕

無

・６５。２ゾ

２

１

部

姉酪論 巻:昂静与ヨこ絲
付高台 (外 ) (内 )輯櫨による撫で

SB

146-1

-23 郭

土師

５
．
５

，
６

・
０
存

１

４

７

完

唯縞離
蹴
ヨ:墓落露競慾建

に
内
上

間
や
ち

の
や
立

部

らヽ

体
し
が

般
補
眈
る
。

底
段
弯
が 耀観鞠窒|

SB-24
-25
-26
147-1

蓋

須恵

残高 2.3

窓籍饒〔,♂ 笹:秩)(内)10BG7/1～ 1.7/1明青灰色～青黒色

(外 ) (内 )輯輯による撫で

SB-24
-25
-26
147-2

郭

須恵

‐４
．
２
４
．
２
５
．
２
締

径
高
径
ば

口
器
底
ほ
掛

陰

先

ヨ

底部から体部への

繋墜艶ぎ患 鶴議脅翌修素三
撫で(外 )

(内 )

SB-24
-25
-26
147-3

郭

無

・３
．
９
３
．
８
舅
僅ヵ、

径
高
部
部

口
残
麻
瞑
轡:与静猛と就～2/1明
青灰色～青黒色

な恭ヒ馳日哲 (外)体部輯輯
による撫で

底部箆切り
(内 )鞭櫨による撫で
火欅あり

SB-24
-25
-26
147-4

郷

無

口径 17.1
残高 5.2
休部 1/6
燒:螢
砂粒を僅かに含む
色:(織
;き諷チ、翻瞥

色
腫部

がヽ
か

体
し
上
僅

(外)(内 )輯櫨による撫で

SB-24
-25
-26
147-5

郭

無

‐
・
３
・０
，
０
陸

高
径
部

践
医
医 轡:縣標み醜

付高台 (外)(内)輯輯による撫で

SB-24
-25
-26
147-6

壷

無

残高 6.7

累孵ヒ「
勁響:鞘働た索炭警

(外 ) (内 )軸蠣による撫で

SB-24
-25
-26
147-7

瓦 ? 擬:賢 k誤花姥癌良,
色:宿樫粁雀繰侃瞬坂楚押色～方

{禽;遜捩坐貿庭星る削り十撫で

SB-27

148-1

蓋

須恵

狐径 2.8

美S:ごli身5 笹:嶽∫癬 翻惚 、赤褐色～N-3暗灰色

」R部は擬宝珠状を
呈する

(外 )

(内 )轟鰈 』翼奪

SB

148-2

-27 郭
無

３５
．

・

６

・

２

１

６

８

唯縞離陸
響:愁言び丑N胡

高
部
有
味

付
体
を
気

(外 )

(内 )

4雪こ1母と]暮によ念を彗読り
槻轄による撫で

SB

148-3

-27 郭

無

残高 2.3
底径 6.9
底部 1/2
擬:皆
の礫を含む
色:獣餓譴

卜6/1明 橿身
【穂i警,こ告旨|;号と
こ

8傘鸞∞ 怠
第 18表 出土遺物一覧表 (5)
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遺構No

図版No

種

類

器

種
法  量 器 質 成形・形態 整 形 技 法 は か

SB-28

149-1

郭

無

９３
．

・
７

・
４

１

４

７

略絲酪
明

擬:賀恥掩
む

色:(外 )想
警箕也幕筆鴇盟言優』督[Ⅷ (島笠鼻譜事響ち棄乏

撫で

SB-29

150-1

郭

須恵

口径 13.9

譲雇:::
ほぼ完存
磐:秩,辱ξ£孟�青灰色

平
部
立
部 Ⅷ 響ち棄ぇ

撫で

SB-29

150-2

郭

須恵

９２

．

・

９

，

３

径
高
径
存

口
器
底
完
響:概幹鶏絲解艶

部
に
ち

底
か
立

の
僅
ら

底
は
が

げ
部
な

上
体
し
る

や
ら
弯
が

や
か
内
上

(外)体部輯輯による撫で

線鍵離堀賜
-29SB

150-3

郭

無

３

．

・

５

，

０

１

４

８

唯絲酪
И
響:協静≒再FttY6/1灰色

内
上
僅

は
ち
で

的
中
］
］

平
弯
が
か
浩1儲整鷲響ち建え警遜撫で

SB-29

150-4

郭

須恵

・

６

・

８

部籍鱒底．体舅
魯:儀静≒高線 灰色曽ご呑ひ民駿争宮絵l�響哲建B撫

で

SB-29

150-5

郭

須恵

残高 O.9
底径 7,1
底菩[のみ 魯:訴与鶴嘉腱

上げ底の底部

盤楢誓督鷺討号掩盈発声箆撫で

SB-30

151-1

郭

須恵

口径 16.1
残高 5.8
体部 1/6 轡:縁静将再F亀/1青灰色

開
反
に
外
的
で
線
部
直
縁
は
口
部

るヽ

体
き
す

(外 ) (内 )鞭輯による撫で

SB-30

151-2

邦

須恵

残高 2.3
底径 7.1
底部 1/3 樫:協静持再F亀/1青灰色

丸底気味の底部

1合1儲議瞥響ξttB警下箆撫で

SB-30

151-3

郭

無

５

．

・

６

２

．

１

３

１

略縞
酪
И
穆:絵静持再F亀/1青灰色樫原虐末脱

呂で
鋤鷺4]をあ身幹〒輯輯に
娩鑢による撫で

(外 )

(内 )

SB-31

152-1

郭

須恵

‐２
．
９
３
．
８
陸
И

径
高
部
部

口
器
底
体

皓 :粗砂粒を含む
暁 :良
色 :(外)(内 )N-6灰色

が
で

底
体
ら
や

偲鐵  【爾毛ごiとB雹
SB-31

152-2
郭
無

‐２
．
３
３
．
３
７
．
０
舅

径
高
径
部

口
器
底
底 哲:辞種i温此豫佳

か
な
で

部
し
部

底
弯
唇
晦
醐
却
る。

簡
響
丸
ら
が外

(外)体部雑輯による撫で

(内 )轟藉霜盤撫で

SB-31

152-3
郭
徳

４

・
５

，
０

１

３

９

略絲降
靱

焼:罠色粗砂粒を含む
色 :(外)(内 )5B6/1青灰色

体
有
か

平
部
し
に

(外)篠
鍛難軽によ2整あり?の

(内 )畿鵜憎ま乞鍵毒す
る

SB-31

152-4

郭

須恵

４
，
４

・
２
４

１

６

８

唯縞離
И 争聯壁
レ辮寧ひ督暮鈴盟妖震(外)接睡 削りの

(内 )畿推楷督塚義鳥
箆削り

SB-81

152-5

甕

土師

４
．
４
５
，
４
薪
舅

高
径
部
部

残
嘆
底
同
穆:鞘診醜
(内)10R5/4赤褐色

胴部最下位箆削りの後、撫
で
底部箆肖1り
箆削りの後、撫で

外

　

内

第 19表 出土遺物一覧表 (6)
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ｈ

ｈ

構

版

遺

図

種

類

器

種
法  量 器 質 成形・形態 整 形 技 法 ほ か

SB-31

152-6

望

須恵
磐:う?琢寵ぞ与見執青灰色

を
は
耳
孔
と
の
齢
耳
榊

に
る
し

部
す
通

肩
有
貫 絵 1蜃

薯争
ξ琴程駅滝刷毛目が

SB-32

153-1

蓋

無

爪径 2.4
器高 2,7

興算菩ilウ〉4
象%磐 %リ

型夢嫁ボタ
ン状を

(内 )

(外 )

梓就畔騒
SB-32

153-2

郭

無

口径 13.4

謹雇今ia
随訂本菩L1//2

胎
暁
色
畳
色粗砂粒を含む
(外)(内 )10GY6/1緑灰色

りヽ
立
で

か
て
部甥

上
外
ち
再
絵1轟整脅暑哲東2撫
で

SB-32

153-3

郭

無 欠

‐３．４４．．７．０婢

略縞離
唯

拾 :!゛の礫・赤褐色粗砂粒を含

旨:じめ(内)N-8灰白色 岳おを期
匿
羅  帥

SB-32

153-4
邦
無 欠

‐３
．
．
４
。
‐
７
．
０
舅

径
高
径
縁

口
器
底
口

燒:罠崇梁整盤憲竃完焔焼成)
色:き得典ぜ]餓戻踏岳おを期

昏≧�勢棄B軽削り
SB -32

153-5
郭
無

３．４
・２ユ躍

１

３

７

部

酪錘
酢
轡:解再,1写,好具舌色霞ξ尋|:サiサ!i:与!よ目‖ 暑笞素ヱ

雫憂撫で

SB-32

153-6

郭

無

日径 12.7
器高 3.6
底径6.3
底体部 1/3
響:鵡  'とフ霞おど斎ど憂多匿糠愁鱗 素B埒

で

SB-32

154-7

甕

土師

口径 20,9
残高 14.6

累切
～膵轡:孟鰺

'3橙

撤土
辺
に
を

粘
口
状
部

〔外)日縁部～胴部上位機械による額
で

1内 )堤碧窪桜管繕窪祭型量の掻き目

SB -33

155-1

郭

土師

・３
・５み
為

２

５

３

１

錦
酪
醐
脚
轡:漁キ軒ヨ盈、黄橙色 彗毯誹 葱g4で

SB-33

155-2

郭

須恵口径‐２．３器高３．６呻輯
::絲議勢醒
良 体

倭
ら
外
か
に
部
的
底
線
の
直
底
は
る

平
部
す 寓

とζ懲皇
斃驚B軽削り

SB-33

155-3

邦

須恵

残高 2.5
底径 6.8
底部 1/2 穆:縁静妥脅子農民3.橙色

平底

愁愁と書曽皇響ち棄B撫
で

SB-33

155-4

郭

無

残高 2.2
底径 7.0
底部 1/3 響:艶鞣び弘N―販

平底

1禽1纂議脅暑ち逮B撫
で

SB-34

156-1

蓋

須恵

・
５

・
７

６

．

４

３

３

１

径
高
径
存

狐
器
裾
完
轡:尋岳≒臀,争ヨ詠色 型プ雰

ボタン状を
亀    

電握嵩協撫
<

SB-34

156-2

郭

土師
下

高３．０径８．３”体菩躍

残
底
底
位
轡:赫
,塾焔
鉗 内

上
ら
ち
か
立
部
ら
底
が
の
な
底
し
る

平
弯
が

で
撫

？

・
？

・

る

り

き

よ
切
磨

に
糸
≡

鰯(外)

(内 )

第 20表 出土遺物一覧表 (7)
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榊
触
遺

図

種

類

器

種
法  量 器 質 成形・形態 整 形 技 法 ほ か

-34SB

156-3

郭

無

籐 &5
底部完存 響:源f干1尋「ξ子,身協諏色

やや上げ底の底部 磨耗が著しく、判別不可

SB-34

156-4

甕

土師

口径 22.2
残高 22.7

都行翔
～脈轡: 晨ち羊呂黒珠授寓景勁盤罰歩鵜で

SB-34

156-5

甕

土師

肺

・
０

，
３

”
碑融劇黎

口
残
口
部
學輻絡 、層辞瓢

祉位

純騨齢納
-35SB

157-1

郭

土師

８４

・
８

，
６

１

４

５

酪縞離
舅
響:皓軽鶉甕哲

蜘
嘲

か
な
部
る

底
し
縁
す

平
弯
口
反
絵1彗手彗路ユg与揺筵き

SB-35

157-2

郭

土師 雲完存体部V2

８２

．

・
５

，

９

１

４

５

略錘 轡:訴豚鬼黄髄旨ξ与看啓拿る第
(外)8談
暫雲妖あ9袢選鍵が激

(内 )黒色処理

SB-35

157-3

郭

土師

口径 13,2
器高 3。 1
底径 5.4

蔑完存、体部1/4
響:縣豚鬼黄髄

体
し
口

や
部
て
縁
客期窪壇脇:機ヽ

SB -35

157-4

郭

土師

径‐３．２高３．７径４．６嚇

口
器
底
ほ
讐縫謀詫翡紫、髄昇言ます唇ettc横1鏑籟睦塗籍iぃ

SB-35

157-5
郭
卸

８２
．

・
４

・
４

１

３

４

略縞
酪
陸
轡:蕃そこξう鬼色穫ξ窓

ら打轄Iは外

絵1督電う尋§I戴しぃ
SB-35

157-6

琢

土師

残高 1,8
底径 5。2
底部完存 轡 :          6～ 8/ 込どき曽里暑笞累ネ

警で

-35SB

157-7

郭

須恵

８４

・
７

・
０

１

３

８

唯絲酪
躍
轡:辮種秩色明緑灰色議掃君露君

む?笹
1合1棧整攣ち逮ヱ替覆箆撫で

SB-35

157-8

郭

土師

‐４
．
４
．
７

７
．
８

略縞離
塑

陰

尭

当藍響7生軸
ら
傾
か
外
部
く
底
き
の
大
台
は
高
部
る

付
体
す

丁
丁
の
の
位
位

で
横
縦
撤
翻
よ
口

・

に
＋
き
き的鵜

(外 )
(内 )

SB-35

157-9

郭

土師

口径 15.2

震雇写:き
築完存、体部V
嬰B干竹:粽進色 ら

傾
か
外
部
く
底
き
の
大
台
は
高
部
る

付
体
す

(外)総
馨箸
櫨による撫での後箆

(内 )蜃遭足錘糸切り
の後撫で

SB-35

157-lC

邦

土師

‐

・

９

６

．

９

薪

蠣
罐
醐 襲  魂

付高台 (内 )黒色処理
磨耗が著しく、調整等不明

SB-35

157-1]

郭

土師

注
Л
ぎ

‐・８７．２曲

高
径
部

残
医
底
存
騨  績熙

付高台 (内 )黒色処理+箆磨き
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ｈ

配

構

版

遺

図

種

類

器

種
法  量 器 質 成形・形態 整 形 技 法 ほ か

SB-35

157-1,

壷

須恵

偉:畳砂粒を僅かに含むヨ:鰹
牌 孫と酵鶉鍵

を
は
耳
孔
と
の
帯
耳
△
　
る融機鋤

(外)肩部格子目の叩き

(内 )合意腎落⊆箸弱彗覆

SB-36

158-1

郭

須恵

残高 1.7
底径 9.8
底菩11//4

擬 :畳
砂粒をごく僅か含む精良

色:t禽
;写雪部

`ノ

為詞窓豊

付高台 (外)高台部・体部輯鑢による撫
で

(内 )最鵡僣誓哲鍵鳥箆撫
で

SB-36

158-2

甕

土師
高７，０径５．７蜘部

残
医
桐
咲

響 :竜
告
漁ξ這 lA明赤枢

粘土帯積み上げ
t織;轟翠り

SB-36

158-3

甕

土師

４．６７．４軸

高
径
部
部

残
底
胴
底 暮

:島忌そ蕉岳注見舞橙～褐灰
t織;繁馨・縦位の箆削り

SB-37

159-1

郭

土師

口径 12.2
器高 4,3
底径 6.0

は6/5体部1/6

釈色橙
鉗
ハ

多
　
ＹＲ
　
色

を
　
５
色
黒

蜘
め鴫耐

粗
良
く
／
く

恰

尭

当

底
弯”帥塀

胤力ヽら奄

僅
郡
し

(外)簸部横位の撫で 底部箆調

(内 )黒色処理

SB-37

159-2

郭

須恵

口径 13.1

譲雇會:き
ま1/2体部V3
磐:脇写乱毎説緑随争笠習I泰ケf色繊葛盤と藁藍評砕誓ヨ,覆箆調整

SB-37

159-3

郭

須恵

２・４
．
４
，
０

６
．
２

径
高
径

口
器
底

蔑3/4体部V8
磐:↓七‖み争礁Y6ぬ級色読曇壇象言雖貴ξ

る 彗愁    箆調整
-37SB

159-4

望

須恵

０２６，７翻И
賄
肺 轡種:盈専柩言

靭

叫

部
有
と
孔

休
を
請
耳 恩織 尋、揺

SB-37

159-5

壷

須恵

残高 21,2
底径 11.8

犀難税

肇露飴 訴寺珊 線茅亀t鋒糊翔
SB-38

160-1
郭
無

３
．
・
８
ユ

ー

３

７

唯縞離
婢

擬:賀砂粒を僅かに含む
色 :(外)(内 )5B6/1青灰色

ら

口

鰯
上
体
縁

筆愁解
詈笞棄乏

撫で

SB-38

160-2

瓶

須恵
響:評准i灘吼 t織;轟嬢語景塚典宅削り

SB-39

161-1
郭
卸

口径 10,9
器高 3.7
底径 3.6
ほば完存

む含

色

く
　
黒

多

，

を
　
内

粒

く

翻
良
的

胎
焼
色 葺騨 奪静1蠅i軽娘右回転

SB-39

161-2
郭
卸

口径 11.5
器高 3.7
底径 5.4
口縁部V4欠
響:鞘福

'4淡

橙色
体
開
く

平
部
き
緩
絵1儘愁自銘盗守畳雹掩逐撫で

SB-39

161-3

郭

土師

‐‐
・
３
３
．
５
４
．
２
薪

径
高
径
ぼ

口
器
底
ほ
響:訴と:蘊就-6/2葺騨跡愁愁欝蟄ヨ警笞盛皇書覆箆磨き?
第22表 出土遺物一覧表 (9)
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ｈ

ｍ

構

版

遺

図
器種

種類
法  量 質器 成形・形態 整 形 技 法 ほ か

SB-39

161-4

郭

土師

・０
，
８
３
，
３
４
．
４
締

径
高
径
ば

口
器
底
ほ 名幾 脇 毒昌亭床譜禽豊で深課チそSとを:;与子と,:I二iせ

るヨ評忍荘

SB -39

161-5

イ

土師

０
，
７

・
０

・
０
存

御訥御
践

口
器
底
ほ
磐:訴モ勅際t雑

体
し
ら
弯
か
内
部
に
底
か
の
僅
く

底
は
開

平
部
て μ 銘る

耕丁

SB-39

161-6

郭

土師

‐０
，
７
３
．
４
４
．
４
締

径
高
径
ば

口
器
医
ほ

警:辮議:賜難螂躍
僅ヵ、紛
度範 総彗昌S銘る
耕丁

-39SB

161-7
郭
帥

０
・
２

・
５

，
７
存

御部鶴賎

口
器
底
ほ

焼:聟砂粒を含む色:給
;チ躙擁唐斎僚糧也 Ⅷ

僅ヵ、拗
ｋ魂
寓竃愁霞驚4騎
で

SB-39

161-8

郭

土師

口径 11.1
器高 3.0
底径 4,0
底部中央欠
轡:訴器 、髄こぞ岳寄」aヨ景‖ る阿?奮覆箆調整

SB-39

161-9

郭

土師

■

・
６

・
４

１

３

４

径
高
径
存

口
器
底
完
轡:訴与融魏

体
て
縁

ら
し
ロ騨
”

平
部
立
部 筵解銘る

掛下の後撫で

SB-39

161-1(

堺

土師 欠

０・６
・５ユ
蠣

１
３
３
部

略
禍
酪
瞭
魯:橘
;島て

'な

蕃景多
体
ち
で

ら
立
部

か
て
縁

部
し
口

底
弯

るヽ

陣醐卿悔

(外)体部横位の撫で

(内)蜃祗潜罷で

SB-39

161-1」

郭

土師

口径 11.0
器高 3,7
底径 3.6
ほぼ完存

魯鷲醗st監髄,
体
ち
で

ら
立
部

騨

牌

平
部
上
短
総議彎暑ち糞盈r琶部箆磨
き

(外 )

(内 )

SB-39

161-11

郭

土師 欠

‐‐
・
５
３
，
７
４
．
３
舅

径
高
径
部

口
器
底
体
穆:訴螺功融i鶏

底
弯
の
内
底
は
げ
部
上
体
く
雄
施嘲

僅
部
し 為とぞ啓ξlヨそませζとこ:も効対着

SB-39

162-1(

郭

土師

口1垂 11.3

譲雇ヨ:身
羮完存、体部V
響:諜刷帯髄

体
ち
ら
立
か
て
部
し
底
弯
の
内
る

底
は
が

平
部
上 墓と暮彗手身gを馨争岳え与号淵着

SB-39

162-1ツ

郭

土師 欠

‐０
・
３
３
．
９
４
．
５
И

径
高
径
部

口
器
底
体

警:秩鯰;蹴二5μ確ぜ弁自婁][雪壊慕
(外)熱

営禁紫あ研隻烏拌纏位
暦

槻櫨右回転

SB-39

162-1〔

郭

土師

５． ０

３

．

８

３

．

７

径
高
径
存

口
器
底
完

磐i           κ懸憬を踏輯酔寡亀鮮は 、ヾ膿
SB-39

162-1(

郭

土師

口径 12.2
器高 3.4
底径 4.7
ほぼ完存

磐:鵜

'犠

騨訴曇舜彊畢哲呂`嬢基翼騨秦g:化粧粘土?絨
る。

SB-39

162-1;

郭

土師 欠

‐４
．
６
６
．
‐
７
．
０
ヮ

径
高
径
部

口
器
底
体

略
暁
色
畳
砂粒、細砂粒を多く含む

身狼裳避螺暫
3‐7
管型妹9〒と巖爵

(外)体部槻櫨による撫で、高台部横
位の撫で、底部箆撫で

(内 )丁寧な箆磨き痕が僅かに残る
軌櫨右回転
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�

ｈ

構

版

遺

図
駆
融

法  量 器 質 成形・形態 整 形 技 法 ほ か

SB-39

162-1〔
郭
卸

口径 13.7
器高 6.0

暦簿奨毒

胎 :0,4の礫 、粗砂粒を多く含む

笹:島上駕鬼躁籠
髄 [尋員鼻辱冦禽亀鶏甥 褒攀

FttF利

SB-39

162-1(
郷
卸
・・・５４．９６．２膨

醒絲
酪曜
堡:与専:膀聰色 ら

が
口

醜

蝉
』

高
部
立
部

付
体
ら
縁
窟鮎ξ織 写

SB-39

162-2(
郭
卸

２
．
４

・
２

・
９
存

１

５

５

完

略縞離耐
窪:競争群贔:舅勇晶鼻10R6/[
あG与.5R4海 赤色 赤色塗彩

ら
が
口

鉤
］
蝉
』

高
部
立
部

付
体
ら
縁

(外)奮馨索震在日鳥磐
で

(内)蜃誹轟で

SB-39

162-2]
盤
卸

残高 6.2
底径 15。2
高台部2/3 む　ぃ仲

輸
．　
１０Ｙ
５ＹＲ嘘磁

胎
焼
色

絵;鶴によ2継
で

SB-39

162-2を

壷

馳 陶器

残高 17.0
底径 10,0
体部中位欅
下ほぼ完

肩部 1/4

胎 :精良

笹:鷺
;`触杉1脇

絵;罐離2塞熱驀

SB-39

162-2(
甑
卸

姉円&告
底径 17.0

胎 :0.1前後の粗砂粒を多く含む

笹:範さ鶏決尾蟹
R7/6～4/1奪鞘勢輛療

(外)襲僣笙2禁毒ミ綱土経τ晨祭需
鶴)篇≧檻発鍛1齢

SB-40

163-1
郭
無

口径 14.1
器高 4.3
底径 6.0

盛1/2体部1/6

胎 :粗砂粒を多く含む

笹:盈
|1鴎%解 騨牌

平
体
が
で 畳̀印癖

で底部箆切底部朝
SB-40

163-2
郭
無

口径 12,9
残高 3.4
口縁部 1/4

冶 :白色粗砂粒を含む

窒 :盈
;観 躍 銑 追

/晴灰色

体部は直線的に開
く

(外)(内 )軸櫨による撫で

SB-40

163-3
甕
卸

・
８
６
ゾ

‐９
４
部

径
高
縁

日
残
口 自:訴与騒;梅 くの字．紳碑

Ｆ

し

に瓢噸で僅ヵ、

口
状
部
る

1禽1種愁録鷺皇霧盤捧
+撫で

SB-40

163-4
甕
師

口径 23.1
残高 13.6
1/8

胎 :粗砂粒を多く含む

鞠 紹 儡
皆速藉静キ患宰」
状に外反する
寓琶ヨ

SB-40

163-5
甕
卸

０

０

２３

．
３０

．
６

．

２

唯綿
離勁

胎 :粗砂粒を多く含む

鞠鮨 耶
～慎壱昇優3ξ豚字」

(外)胴部～頸部箆削りの後、撫
で
口縁部横位の撫で

(内)撫で

SB-41

164-1
郭
無

残高 2.5
底部完存 穆:縁静持再Fl_6灰色

丸底の底部

寓Ⅷ番哲亀三
撫で

SB-41

164-2
甕
卸

口径 19,4
残高 13.5
1/2 魯:誰ξこ,を建雹声橙色

粘土帯積み上げ (外)胴部縦位の箆削りの後撫で、日縁部標

位の撫で

(内)lΠ部縦位・斜位の箆削りの後撫で、口務

部横位の撫で -3と同一回体か

SB-41

164-3
甕
卸

４
．
０

・
６

１

８蠣
酪レ

皓 :粗砂粒を含む

窒:融脇 鸞随
粘土帯積み上げ

t織;1冊騒経?寝理ね箆削りの
笞夢蝸一固体か
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遺構No

図版No

種

類

器

種
法  量 器 質 成形・形態 整 形 技 法 ほ か

SB-41

165-1

郭

須恵 欠

・４．４４．０７．２陸

醒
縞
離
螂
穆:  ぴ/オ軍唇豊履譜俗畠

(外)体部輯櫨による撫で

(内 )嚢譴冠蟹蛮異盗

SB-42

165-2

郭

無

□径 14.0
器高 3.9
底径 6.0

醸1/2体部1/8
轡:辱ξヾ己弓協偕,i含
む
観欝艶訂 倫甦脅晉笞箆乏潜覆箆調整

(外)

(内 )

SB-42

165-3

郭

須恵

残高 2.4
嵐径 9.5
嵐部完存
基競争菅
3]を二ξ1/3青灰付高台 ?

(外)s談
暫鰻累あつ替覆回転盤

(内)輯輯による撫で

SB-43

166-1

郭

須恵

口径 14.5
底径 7.0
器高 3,9
ミ完存、体部1/2
轡:醸経幕鞘権

外
ご
な

平
罰
く
び 1含1奪愁ぞ懇:専:稜罷土を補

SB-43

166-2

郭

須恵

‐３
．
２
４
．
２
潔
塑

径
高
径
部

口
器
底
体

燒:畳砂粒を僅か
に含む

色:望
攘炭蟹P賂61譴ノ翌援径也

か
ち
部
立
底
ら
の
が
味
な
気
み
る

底
歪
が

丸
ら
上

1有1奪啓懃晉ど草2盤至土を補
SB -43

166-3

郭

須恵

口径 14.1
器高 3.9
底径 7.7

蔑7/8体部1/8
穆:呂鶴蓼健F!

翻

拙

底
は
立
部

平
部
て
縁 怠3魯格そ勢薄こ]雪愚空謂

填

SB-44

167-1

蓋

須恵

■

６
．

３

１貼艇
И 曽

:岳静｀とこ狭白色、5B6/1青灰

(内 )5B6/1青灰色

鉢)棗葬郡岸鵡深嚇鋒議脳讐鸞4仏撫
で

(内 )槻強による撫で

SB-44

167-2

甕

無
轡:i弄,澪ξ£盈/1青灰色

口唇端部を凹ませ
る。 寓尋景酢郡雷た:黙選

SB-45

168-1
甕
卸

１

７

７

４醒姉
舅 響:講怜障監繊 .,7まま嘉層農キ柔及横1辱ヨ愁懲:a患:号にE

SB-45

168-2
甕
卸

口径 22.0
残高 7.8
1/6
焼:饗砂粒を多く含む色:t織
;丁辞鰹朔哲輩亀色

郷辺
に
紐

口
状
土

(外 ) (内 )横位の撫で

169-1

-46SB 蓋

須恵

３．０３．４‐８．
耕

朧絡艇
隠
響:専§子写写キ罹芽リーブ灰写墾

は宝珠形を呈

1含1陰ぞ骨きヨ孫と昇編型轡纏
SB-46

169-2

蓋

須恵

狐径 2.7

藉雇島亀
爪完存、天丼V

擬:聟砂粒を
ごく僅かに含む

色:腑 :M鞘 色
写響
は宝珠形を呈

熙鰯 詈

嚢警褐蟹悲

SB-46

169-3

郭

土師口径‐６．５器高５．９鞠卿
書:孫指皇3'4にぶい橙色ご曇≧震」なネ管絵lgS彗塚]ζ?を与gき

SB-46

169-4

郭

土師

６

．

・

２

・

６

１

５

６

径
高
径

口
器
底

底完存、体部1オ

院:賢砂粒を含む色:ゼ柁尽M855血雪至
色

体
ら
ら
が
か
な蜘呻蜘

平
部
立 縫� 鞠員

第25表 出土遺物一覧表 (12)

- 122-



醜

醜

構

版

遺

図

種

類

器

種
法  量 質器 成形・形態 整 形 技 法 ほ か

SB-46

169-5

郭

土師

・２
，
４

４
。
３

８
．
２

唯縞離
醸1/2体部V6

黒”色橙いぶにぃ良̈色］

睦

笹 き[写写婁B烏♪繰燃等無患鯵g併

SB-46

169-6

郭

土師

・４
，
７
３
，
８
９
．
２
明

径
高
径
部

口
器
底
体

冶

恥

艶

白色粗砂粒を含む

盈魯竃
択7/蜘こ韓色～阜肇含EI;が全C絵1奮暫寃磐軍醤魯彗手

下`位

SB-46

169-7
郷
卸

口径 14,7
器高 4.2
底径 8,1

芸1/2体部V3

黒”髄ぶ
釣
れ時良く外＞７．５ＹＲ色籠

胎‥焼‥色‥　
⑪

平底の底部から体
菩Iは僅か 1こ内弯し
ながら立ち上がる

い盤納鵜鰹み辟謗

仙 )畳普滝翌 横位の箆磨き

-46SB

169-8

郭

須恵

３

．

・

０

・

５

１

５

７

略縞
醒
婢
樫:訴臀秘盈～
5B6/1青灰色

露書筈本鋪唇豊嬌筵�Ⅷ l毯似
SB-46

169-9

郭

須恵

口径 13.3
器高 4,3
底径 7.4

嵐完存、体部V

胎 :白色粗砂粒を僅かに含む

笹:じめ(内堺71～
6/1明岳を歯本軍唇豊履

(外)体部城強による撫で
底部回転糸切り+箆調整

(内 )幌強による撫で
朝櫨右回転、火欅あり、-8と酷似

SB-46

169-1(

郭

無

・

５

１

０

・３
４
８
．

略縞
靡И

胎 :粗砂粒を含む

徴
鞭 髄

訴暦農辱碧む?督
線的に開く 畠とは懲皇Mで

SB-46

169-1」

郭

無

０３

．

・
５

・

２

１

３

６

径
高
径

口
器
底

医2/3体部V6

胎
　
焼
色

揺贄粒
をごく僅かに含む

秩)(内)1004/1暗緑灰色

底
曲
の
弯軌触球

泣力ヽらゆ

僅
部
し

(外)

(内 )Ⅷ習塚盛勢削り

SB-46

169-1,

郭

無

２‐２
．
４
．
‐

６
．
８

略縞離
砕
魯:試嵩

'馴

乳
底
線
の
直
底
は
げ
部
上
体
く

に
ら
開

か
か
に

僅
部
的

承愁郎
響笞棄ヱ
警罷碁
撫で

SB-46

169-1〔

郭

須恵

残高 4.1
底径 7.0

餞部ほぼ完存

体部 1/8

魯:鵡う縦 挽
(内 )2.5GY6/1オ リーブ灰色

僅かに上げ底の底

卍禽巻ひ磐筆fか 1合1続肇脅翌ち糞B幹黒で
輯頓右回転

SB-46

169-1/

郭

須恵

残局 3.tj
囁径 8.4

笑吉卜とまぼ完存

休部 1/2
εめ(内 )N-7～ -8灰白
色～灰色

皓
院
色

雑な仕上げの平底
底部から体部は外
傾する

(外)接こ1習雲墨読,幹遜で
駆裟離
よる撫で

SB-46

169-1〔

郭

須恵

口径 16.3
器高 6.1
底径 11,3

嵐1/2体吉[1/8

學橘  む ら
に
縁

か
味
口翻瑯”

付
体
立
部

1合1棧藍脅豊響魏宅
撫で

穣櫨右回転

SB-46

169-1(
郭
徳

６

　

２

６
．
■

３
．

１

４

１

略絲離
頻

燒 :罠
色粗砂粒を僅かに含む

色 :(外)N-6～ -4灰色
(内)5B6/1青灰色

付高台 ?の底部か
ら体部は直立気味
に立ち上がる

t織;簸鵡鸞嬰哲鍵宅
撫で

SB-46

169-1′

郭
無

２．０８．９レ
姉
離劇 修:解撒号基盤

を含む
(内)10BG6/1青灰色

1含1陰議脅Ⅷ で

SB-46

169-1〔

甕

土師

肺

２
径‐．．０高３．５縦Ｗ

口
残
口
部

胎 :粗砂粒を含む

笹 :eb(内)7.5YR6/6～ 5/
6橙色～明褐色

口辺部は直立した
後、僅かに外反す
る 1合1題緑君纂弩謎舗好

の撫で

第26表 出土遺物一覧表 (13)

- 123-



軸
蜘

種

類

器

種
法  量 器 質 成形・形態 整 形 技 法 ほ か

SB-46

169-1〔

甕

土師

３

２

３

６籐
И 朝羅:麻緞麓 1合1選議膏≒贔楚警干亀と

撫で

SB-46

170-2(

甕

無
肺

。
２

・
６

”
翻訥瑯躍

口
残
口
部
轡:酢;絣格青灰 有

反
面

を
外
に

径
は
部蝦抑斡嚇

肩
し
す
取 :藝

SB-46

170-2]

甕

須恵

口径 30。 1
残高 8,7

累紛琴
～瑠客 :藩る3ヲ章詫/1明青灰～青

に
反
を

部
外
段

縁
く
に

口
き
帯

ら
大
縁

か
て
回
る

部
け

すヽ

頸
か
し
有

犀罷.ど習基籍翠妖ぶ念掛
で

SB-46

170-2Z

平瓦 Z毒羅Bち i子
厚さ■5～ 1.〔轡:  白欲側縁は斜縁 (自;郷督農

ほぼ平行の縄叩き

SB-49

171-1
郭
卸

口径 14.2
器高 4.3
底径 6.2

表完存、体部1/2
響:う静与:岳こ鬼黄髄

体
ち
で

ら
立
部騨

平
部
上
唖

(外)撫で
(内 )黒色処理

SB -49

171-2
皿　
卸

口径 12,7
器高 2.6
底径 6,7

鏃 、体部74

醤 :膏

ζ

gS亀冗 N増 色～ 絵1督電り忍笞御詈な横在イD箆
SB-49

171-3

甕

須恵
輔欅 … 1守1尋捨i3与傘:質

倍蜜蒼覆
SB-49

171-4

甕

須恵

堡:岳争:鵜リーブ灰色
ウ
し

こ

部
帯
縁
縁
口
日
る鱒傾し、紺

頸
外
段 寓籟[:報夢

SB -50

172-1
蓋
無
響:赫
:争:霜
む (外 ) (内)輯輯による撫で

SB-50

172-2

郭

土師

０

８

４

８姉酪
И 轡:訴警身邑雹 翌B亀景け

なネ管寓Ⅷ響謂 袢

SB-50

172-3

郭

無 欠

・４
．
‐
４
．
０
６
．
８
貶

径
高
径
部

口
器
底
体

響 :y掃 急岳滸 1暗青灰
音1添寡弯ぜ雀皇管紳 室各露こ

の後、箆調整

-50SB

172-4

郭

無

日径 14.4

譲雇な::
1/7
響:与静持角ξttGY7/1明緑

に
は
部

間
部
縁

の
体
ロ

駆

SB-50

172-5

郭

須恵

口径 13.8
残高 3.2
回縁部 1/4

嶋贄
粒をごく僅かに含む

嶽∫褥10G4ハ噺雁

胎

焼

色

(外)(内)輯輯による撫で

SB-50

172-6

郭

須恵

口径 13.2
残高 3.1
口縁部 1/4 窪:群争

梅 炭琶赤髄
羅膳嶽熱翠畷推去,撫

で
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遺構No

図版配
糎
顧

法  量 器 質 成形・形態 整 形 技 法 ほ か

SB-51

173-1
不
卸

２４

・
０

。
３

１

５

７
酪縞解И

燒:畳
砂粒を多く含む

色 :(外)5YR6/6橙色
(内 )黒色

体
ち
で

ら
立
部

咄

弾

平
部
上
短

(外)

(内 )奮魯売基二毎魯万箆削り

173-2

-51SB 邦

須恵

３
．
６

・
６
ユ

ー

３

８

略縞離
嘘

胎 :白色・褐色粗砂粒を含む

笹 :嶽)N-7灰白色
(内)5B6/1青灰色 書彗嘲 瞥基鷲攀憩鍮箆調

整

173-3

-51SB 郭

鎌

口径 10,7
器高 4.2

暦繹奨尋

胎 :0,3の礫・粗砂粒を僅かに含
む

笹:嶽)餡)10BG6/卜 4/1

高台付きの底部から
体部は直立 して立ち
上がり、日縁部で僅か

`と

外反する
筵詠
彗姦≧
措Fち瑾議晃努労

173-4

SB -51 郷

須恵

口径 15。6
残高 3.8

毒措め贔部
堡:綿絨 切
青灰色～暗青灰色

丸
剤
剤

た
体
縁

い
ら
口騨
”

1禽1棧議膏翌看棄ヱ
撫で

輯櫨右回転

-51SB

173-5

壷

無

農雇 3:志
高台 1/4
医部完存
轡:鞘岳

'1赤

離
(内)5PB6/1青灰色

付高台 い儀獣普撃紫栃専璃名とこょる箆

駆瑠絲 翔騒自然釉がかかる

SB-51

173-6

甕

土師

２３
．
２
４
．
８
膨

径
高
辺

口
残
口 曽:訴モヨ写ク魅色

口
状
中
縁
翻啓鷺撼鍵辮瓦?

(外 )

(内 )

SB-52

174-1

郭

土師

７
．
２

，
７
ユ

ー

５

７

唯絲
離
貶
轡:蓼I群舒楯1謙熱、橙色
(内 )黒色

体
ら
ら
が
か
な

蜘
呻
坤

平
部
立

い
書事磐Sザ
普暫笥げ務鰈

位

(内 )黒色処理

SB-52

174-2
堺
卸

３
．
３
ユ
ユ
存

１
５
６
完

径
高
径
ぼ

口
哭
巌
４ほ

崎 :粗砂粒を多く含む

窒:盈
!鼈
6/6髄 暮書蹴

(外)後避挙籍雇普整獣げ務孵
(内 )士梨暁聾り

?

SB-52

174-3
郭
卸

・４
，
４
．
８

６
，
０

径
高
径
存

口
器
底
完

始 :粗砂粒を多く含む

旨 :盈
;繁雹
7/2明褐灰色

体
ら
ら
が
か
な
部
し
底
弯
の
内
底
は
く

平
部
開 1合1奮き燒雹?學醤な箆磨き

SB-52

174-4
郭
卸

口径 14.6
器高 4.5
医径 6.0

笑完存、体部1/

恰 :粗砂粒を多く含む

旨 :9鞘
蟄雹
7/2明褐灰色

体
ら
外

ら
が
で

か
な
部

部
し
縁

底
弯
口

の
内

るヽ

底
は
き
す

平
部
朔
反

で
き

で
撫
磨

撫
＋
箆

の
り
＋

位
削
理

横
箆
処

部
部
色

体
底
黒

外

内

SB-52

174-5

郭

土師

口径 13.5
器高 4.3
底径6.1
口縁部V4欠

皓 :粗砂粒を多く含む

匿:盈
;鼈
6/8髄 患母豊毘鷺身£倉

口縁部は外反する

(外)体部鞭櫨による撫で
底菩呂箆削り

(内)黒色処理

SB-52

174-6

郭

土師

ロイ金 上b.6
器高 5.5
底径 6.8

表完存、体部1/

燒:畳砂粒
を多く含む
色:鶏
督と
R7/3～ 6//8明赤橙～[喜冨偏宗き露弯

(外)篠こ1箇録累掛げ+箆撫で
(内 )黒色処理+箆撫で

174-7

-52SB 郭

土師

口径 17.5

謹雇な:♀
口縁部V4欠

魯:与をと手で計):影8にぶ咄
(内 )黒色

に
大
味
で糊

麻
朔
き

(内 )曾魯雹猛:÷g:ここと
登(外)

SB -52

174-8

郭

土師

口径 15,5
器高 5。5
底径 8.1

]縁部V8欠損

給

暁

働鰈酵勃帷
ら
弯
か
内
部
に
底
か
の
僅
く

台
は
開

高
部
て

付
休
し 内面黒色処理る

９
・？
義
れ

版脈赫
的⑪緬力ヽ？
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ｈ

ｈ

構

版

遺

図

種

類

器

種
法  量 器 質 成形・形態 整 形 技 法 ほ か

SB -52

174-9

郭

土師

残高 2.3
底径 6.6

高台部3/4、 厄
完存、体部V2
轡:う静与再誌R2/1黒褐色 寓量Ⅷ :色磨

き?

SB-52

174-1(

郭

無 欠

３
．
８

・
８

・
９
璃

１
３
５
部

酪
縞
酪
瞭
響:辮稲総 1庭～
7.5YR7/6橙色

手g豊履譜雀魚絵⑪�霞哲第2撫
で

SB-52

174-1:
郭
無
昌雹 !i5
底体部V2
樫:辮輻子継 2肥

体
ら
外

ら
が
で

か
な
部

部
し
縁

底
弯
口

の
内

るヽ

底
は
き
す

平
部
朔
叉
寓壌藍鷺響ち糞B撫
で

輯撫右回転

SB-52

175-1を

郭

無

・３
．
．
４
．
０
５
。
Ｏ
舞

径
高
径
ば

日
器
底
ほ

精良

夙)(内)10GY7/1緑灰色
胎
焼
色

体
有
傾

ら
を
外

か
稜
に

部
に
的

底
面
線

の
外
直

底
内
て
る

平
部
し
す 樟峰�

響哲棄ヱ

撫で十撫で

SB-52

175-1(

郭

無

３．２
，６
・８吹

１

３

５

／

略編醒
榔
響:肝 (耐ЮGY5ぬ緻色

;ひ
哲査餘辱奔優Ⅷ 響ち練乏幹琵調整

SB-52

175-1イ

郭
徳

残高 2,2
底径 7,7
底部2/1 穆:i費争澪1阜号5GY6/1緑灰色鈴

かに上げ底の底
寓儲整彎響ち素B犠調整
槻撫右回転

SB-52

175-1〔

甕

土師

肺

３

口径３０
，
５

残高９
．
５
離
躍:賀艶
を含む

色:(金キ栞摺奮
彰
試蓄争託垢
伽ヽ日縁睡

Ｆ

し

ヽ

縫

る

辺
に
は
め

口
状
部
丸

寓
:g鞘%埼

SB-52

175-1(
甕
徳 巽

鏃　呼呼

蜂
良ぃ⑪

胎
焼
色

t織;雪写登農甲畠位の撫で

SB-53

176-1
蓋
無陣絲
四
轡:藻璽躾

」R部はボタン状を
呈する

(外)轡

酸基喬泰
輩下笑昇録翻

(内 )朝櫨による撫で

SB-53

176-2

蓋

無

２
．
２
ｍ
レ

高
径
部

残
据
据 魯:身争モξ号,臨色

(外 ) (内 )輯櫨による撫で

SB-53

176-3
郭
卸

回1益 12.2
器高 3.8
底径 5.2

蔑完存、体部2′
§P10R7/3にぶt墳橙色～Л
(内)黒色 こ弁旨ます唇as 雄愁解 詈笞驚ヱ4重色処理

SB-53

176-4
郭
卸

口径 13.1
器高 4.1
底径 6.2

噛 存、体部1/
轡:悟鬼色～黒色

離

躙

底
は
が
か

平
部
上
僅
魂∝ 鍮

SB-53

176-5

郭

土師

３
．
６
・０
．
０
陸

高
径
部

残
底
底 響:号忌将:軍齢ラモを色

(外)体部撫で、底部箆削り+換
で

(内 )黒色処理 +箆磨き?

SB-53

176-6

郭

須恵

７
．
０
１２
．
２
嘘
И

高
径
部
部

残
底
底
体

焼:畳砂粒を僅か
に含む

色 :(外)(内 )5B6/1青灰色 塁DE秦星穀傑たⅧ 笞豪三
警百転箆撫で
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遺構No

図版No

種

類

器

種
法  量 器 質 成形・形態 整 形 技 法 ほ か

SB-53

176-7

壺

須恵
色
色
黒
灰
紫
紫的　】】

の
　
＞
＞

０・４良
俳
犠

胎
焼
色

胃部に△帯を巡ら
せる

(外 )

(内 ) 無翠譜学曽
8鈴習+箆撫で

SB-54

177-1

蓋

土師

ユ

・
９
み

３
１
の

雁
姉
脚
擬:賀砂粒
を含む

色 :(外)5YR6/8橙色
(内 )黒色

狐部は擬宝珠形を
呈する

(外)撫で
(内 )撫で十黒色処理

SB-54

177-2

盤 ?

須恵

残高 3.3
底都～脚部
1/2

胎 :0.3の礫を含む
焼 :良
色 :(外)(内 )5B5/1青灰色

脚部はラッパ状に
開く

(外 )
(内 )

で

で
で
撫

撫
撫
箆

る
る
の

よ
よ
転

に
に
回

櫨
鑢
部

競
軽
底

SB-54

177-3

壺 ?

須恵

残高 2.2
底形 9.2
1/2 樫:阜争儡畠色 戻識違ポ

字」 で
で
撫
撫
る

十

よ
り
で麟Ⅷ

部
回
に

台
部
輯

高
底
軸

(外 )

(内 )

SB-56

178-1

郭

土師

・４
．
４
．
６

７
．
３

唯縞離
И
磐:縣謬
'4い

髄管薄笠ξ輩切ぜ弯(外)撫で(内 )黒色処理十箆磨き

SB-56

178-2

郭

須恵

口径 12.8
器高 3.8
底径 5.9

嵐1/2体部V6
響堪

体
外
ら
て
か
し
部
有
底
を
の
稜
る

底
は
す

平
部
傾

(外)篠gl習筆錬坊,撫で

線ゼ鰹撮舒よる撫で

SB-56

178-3

郭

須恵

口径 14.5
器高 4.0
底径 7.8

芸1/2体喜[1/8

胎 :粗砂粒を僅かに含む
焼 :良色:皮樫」硝督戻篭T～

7�青
体
傾
ら
外
か
に
部
的
底
線
の
直
底
は
る

平
部
す 1合伊亀肇事晉ち驚2撫

で+撫で

SB-56

178-4

郭

須恵

５３
．

・
４

・
３

１

４

８

略縞
離
嘘

陰:粗砂粒を含む
尭:良ヨ:勁遭昭発会チ魂 色を目騨書拿

(外)篠
難晉霧妖読,撫
で

線姪鰹曝舒
よる撫で

SB-57

179-1

郭

須恵

口径 14.0
器高 3.6
底径 7.2

蔑1/2体部V3

胎 :礫を含む

笹:絲 :彫:鵜 客」辱え置要多
乏(外 )
(内 )毬議脅晉ぢ建ヱ
撫で

SB-57

179-2

郭

須恵口径．‐．４器高３．６底径５．８蜘
軽彰移誹

体
て
ら
し
か
有
部
を
底
凸
る
駒
硼阿

平
部
外

`意

簿
こ普ξ雪
察モ具候蔀自裂

SB-57

179-3

郭

須恵

残高 2.5
底径 6.2
底部 1/2
焼:畳砂粒
を含む

色 :(外 )(内)5B7/1明青灰色
錦
かに上げ底の底(外)矮g:習騒録坊,雫憂義攀

で

線増瑠彊舒
よる撫で

SB-57

179-4

郭

須恵

残高 1.5
底径 6.7
底部完存
塊:質
・粗砂粒を含む

色 :(外)(内 )5BG6/1青灰色

上げ底の底部 十撫で

SB-57

179-5

郭

須恵

残高 1.5
医径 6.8 燒:質

・粗砂粒を含む
色 :(外)(内 )5BG6/1青灰色

上げ底の底部 体部輯轄による撫で十撫で

最鶉冠哲署異亀
十箆調整

(外 )

(内 )

SB-57

179-6

甕

土師

口径 22.6
残高 12.1

累切
～肺轡:訴孫染、地展

程舜侵手乏
の字」(外 )
(内 )

り肖箆の位
で
横
撫
位
部
上
辺
部
で

口
胴
撫
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遺構hlo

図版h
種

類

器

種
法  量 質器 成形・形態 整 形 技 法 ほ か

-57SB

179-7

郭 ?

須恵

残高 2.1
医径 8,7
医部 1/2 督:訴移弊

(71・,体剤
`鴨
彊による撫で十撫で

底部回転糸切り
(内 )輯鑢による撫で
内面に火欅を有する。器種は不詳

SB-53

180-1

郭

土師

口径 14.9
器高 4.8
底径 5.3
ほぼ完存
轡:鞘転争斌♭6髄 蕃[ζ曇辞身`た緒筵t鰹期燃計で

SB-58

180-2

郭

須恵

口径 16.5
器高 3.8
底径 6.9

蔑1/2体部V4
窪:評稲記7ぬ暗随:累暦留療譜俗畠墓縛翌ち驚ぞ

雫憂乳難で

SB-58

180-3

郭

須恵

口径 13,9
器高 4.9
底径 6.8

囁一部、体部1/
轡:訴聯勢ッ

平
部
口
か

1合1総議稽翌修遠二
撫で十撫で

SB-58

180-4

甕

土師
径．６．４高８．６雑婢

口
残
口
部
堡:う争与ξ贔隠、橙色戻

程粛長び雹
の字」
1合1曇悪啓鷺二鍵齢下の後撫で

SB-59

181-1

郭

須恵

口径 13,2
器高 3,9
医径 6,7

却/5体名E1/4
督:等滞融E薯騨 奪絵1篤潔勢建B軽離

SB-59

181-2

郭

無

‐４
．
２
３
．
９
躍

径
高
部

口
残
体 窪:鞠是昼野揮 t織;魏鶉によ念鍵驀

SB-59

181-3

甕

土師

口径 16.0
残高 10.6
4/5 窪:諜轟尾し絶

粘
口
状

(外)口辺部横位の撫で
胴部上位横位・斜位の箆削り

(内 )撫で
-4と同一個体か

SB-59

181-4

甕

土師

籐雇2:, 轡:訴:轟ク議し絶梵農蔵露
a患累

(外)胴部下位斜位の箆削りの後撫で
胴部最下位横位・斜位の箆削り

(内 )撫で
-3と同一個体か

SK-03

182-1

邦

土師

口径 15.5

謹雇き:【
1/2
轡:訴蕃魅

ら
立
部

か
て
縁

部
し
口孵 t織;黛笹鬼盤〒箆磨き?

-03SK

182-2

郷

土師

口径 14.0
器高 4.4
嘆径 6.0

箕完存、体部1′
響:訴そこξ亀魏白色

体
ち
で

ら
立
部

か
て
縁

部
し
口

底
弯

るヽ

期 愁愁紳 笞尋畳魯』
で

SK-03

182-3

皿

土師

口径 13.2

謹雇:退
盛完存、体部V
督:孫モξξ孟ラを色黄髄

付高台
絵;質覇畳猛y雷4距各膠き?

SK-03

182-4

郭

土師

籐雇乳争
底部完存 轡:孫樫粉途

付高台

1守1言已導とま樹§」ど建で
SK-03

182-5
郭
卸

２
．
２
６
．
６
締

高
径
部

残
底
底 轡:訴檸抗淡髄

付高台

縄と書旨:自
�進鶴島終塀炉
奪酔
の
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遺構h
図版No

種

類

器

種
法  量 器 質 成形・形態 整 形 技 法 ほ か

SK-03

182-6
邦
卸

残高 1.5
底径 7.2
底部 3//4
窪:  詢

付高台

纏嬰臨の筋
SK-03

182-7

壷

須恵

残高 4.2
底径 10.1
底都 1/4

冶 :粗砂粒を含む

皆:昆樫盤 1～3�青
付高台

|:13ζ書:彗三言目馨津

'等

逐返

SK-03

182-8

壷

無

３．．３．０嘘
鮪
酪醐 笹:湯め(内 )10GY5/1緑灰

色

付高台 寓魯阜鋒患輩辞縄
し

SK-11

183-1

壷 ?

須恵

繰読選雰
存

／
赤

胎
焼
色

外)稀
書翫写薮覆盤基:摺晏託妥看

内)箆削りの後撫で

SK-28

184-1

郭

土師 欠

‐３．３４。．５．５靱

唯縞離螂

胎 :細砂粒を多く含む

笹:盈;磐�暗赤灰色再客う去軍F農
写
1禽1棧謹彎響ち魏24畳色処理

SK-28

184-2
郭
卸

口径 13.2
器高 3.6
底径 5,3

嘆完存、体部1′

胎 :粗砂粒を多く含む

笹:盈;鉛R7/4跡髄
底
開
の
て
底
し
げ
傾
上
外
に
ら

カ

カ

僅
部
く

(外)攘録自攀素切り?
(内 )黒色処理

SK-31

185-1

郭

土師

口径 13.3
器高45
底径 6.2

喪完存、体部V

拾 :粗砂粒を多く含む

旨:艶預訴M8柄ィ響
体
ち
ら
立
か
て
部
し
底
弯
の
内
る

底
は
が

平
部
上 1禽1奮盤率鬱修g書調整

SK-31

185-2

郭

土師

口4垂 13.8
器高 3.7
底径 6.5

餞完存、体部V
窪:腑 熱ヽ増色～黒
忌)籠

鎌イキ七赤届辱皇壽
く 1禽1奮普警宇き馨香きき

SK-31

185-3
皿
卸

口径 14.7
器高 3.1
底径 6.7

]縁部1/3欠

胎 :粗砂粒を含む

笹:5め (内 )黒色
倭ぜ錯序
線的に外 (内 )横位の撫で(外 )

-31SK

185-4

郭

土師

２５

．

・

７

・

０

１

４

６

径
高
径

日
器
底

喪1/2体宮[1/4

恰 :0.5の礫・粗砂粒を含む

皆:亀酔れ曇蟹/4淡艶き籐螂 1禽1秦甦曰吾召昆4撫
で

SK-31

185-5
郭
無

‐４
．４
．
５
８
．
５

径
高
径

口
器
底

底1/2、体部V電

胎 :粗砂粒を含む

笹:象ぎ提霰r卜6ぬ明暮8与麟
辱
‖ 響蓼糞ヱ
撫で

SK-31

185-6

賽

土師

３
．

・
２

１

８醍嬬
И

胎 :粗砂粒を含む

笹:盈
;盤魂鶴色

胴
口
状
部

(外)(内 )横位の撫で

SK-32

186-1

郭

土師

口径 11.3
器高 4.0
底径 4.1

醸完存、体部2/

冶 :粗砂粒をごく僅かに含む

箇:強養移4思κ慾色
上げ底の底都から

管翌ぢ空療レF奮
縁部で外反する 魏騨鞠雛粘働減る

SK-32

186-2

郭

天釉陶器

６

．

４

，

０

，
７

１

５

７

略縞離
И

胎 :白色粗砂粒をごく僅かに含む

笹:;秘
寡ざ暫関&「ざ′とみ

開
か
て
僅
し
で悦
縣

輯
体
き
に

(外)日縁部～高台部戦轄による撫で
+撫で 底部回転箆撫で

(内 )耕強による撫で
紬はごく薄い

第 32表 出土遺物一覧表 (19)
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ｈ

配

構

版

遺

図

種

類

器

種
法  量 器 質 成形・形態 整 形 技 法 ほ か

SK-35

187-1

郭

天釉陶器

口1益 15.8
器高 4.6
底径 7.0

餞完存、体部1カ

蓼鞠雹糊駆脅辞書換sネ蓬環
(外)(内)輯櫨による撫で十撫で

-06SD

188-1

蓋

無 欠

２
．
２
３
，
７
・４
．
９
卵

径
高
径
部

爪
器
肥
据
轡:墨艶墓誓教赤學蒼

は宝珠形を景(外)孤部・天丼部下位幌櫨による撫
で

⑪轟議稽:書暴語
箆削り

SD-06

188-2

蓋

須恵

狐径 3.5

語屋♀ま2
h完存、天丼部1/2

ヨ:解潔瑞且方
(内 )5P5/1紫灰色

狐部はボタン状を
呈する 寓  嗽熱で

-06SD

188-3

郭

須恵

口径 144
器高 3.9
底径 6.7
ほぼ完存
樫:解穂;注億魅 色まξ留履謡往漁績

歪みが著しい

lal圏
普斃舗脆、轍

で
(内 )軸櫨による撫で

SD-06

188-4

郭

無

口径 14.0
器高 7.1
底径 6.6

日縁部 1//4欠
穆:報啄墓6/1-2々まg留履譜佗漁績逸璽自毒自身

警環境F譜望を
SD-06

188-5

郭

無
‐４．８４，７膨
径
高
縁

口
器
口
欠

黒

灰

青

青

”
　
暗

色
　
”

灰

色

青

灰

む
　
明

青

箱
‐”２／‐
‐”４／‐
雌良卿ζ卿

胎
焼
色

ら
て
か
し
部
有
底
を
の
稜
る翻 Ⅷ 翌塚葉B撫

で

SD-06

188-6

郭

無 欠

・２
．
８
３
．
８
５
。
９
蠣

径
高
径
部

口
器
底
体

娩:賀砂粒を多く含む色:亡
Ⅷ 獣ぎ訴

訴層宋覆寧哲ら`体

筵解蹴 り
SD-06

188-7

郭

無

０３
．

・
０

・
４

１

４

５

径
高
径

口
器
底

口縁部 1/4欠

墜  許訴暦宋暦能諸r筵解与孝,そ阜〕与とぁり
SD-06

188-8

郭

須恵

口径 13.6

森昴t'亀欠窪:評毒略扉i惑
ら
開
反

か
て
外

部
し
で

底
傾
部

な
外
縁

定
は
口

安
部

るヽ

不
体
き
す
絵1壌藍脅響誓棄B幹渥撫で

SD-06

188-9

邦

無

０‐４
．
４
．
６略縞
晩 脚 蛛ф

胎
暁
色

粂層宋魔深諸r
承愁郎
響警棄ヱ
幹憂撫で

SD-06

188-lC
郭
無 欠

‐７
．
６
７
．
０
１０
，
６
И

径
高
径
部

口
器
底
体

警
:0.4の礫。粗砂粒を僅かに含

毯:うゎ10BG4/1暗青灰色
筆泰麟鶴r外オ更し風解ぢ葉奪綸敲

総

SD-06

188-1」

郭
無

２
．

・
２

，
７

１

４

６

径
高
径

口
器
底

回縁部 1/3欠
磐:橘
,亀線 つたん内ち上った期
的蜘ヽ外反
体弯後

で撫
で
る
撫
り
で

よ
の
削
撫

棘
舶
輯
崩

鞭
部
回
に

解

翻

外

　

内

SD-06

188-1乏

鉢

須恵

８０

．

・
５

，

０

２

９

９

径
高
径

口
器
底

醸1/3、体喜[V4

焼::ぎ
の礫を含む
と`
翻 器 鴨 猛

らヽ体
イこ開まり、売緯 |||ヨ3喜ξ与拿:選

亀蛭l毯争琶

SD-06

188-1(

鉢

須恵

‐６
．９
，
９
８
．
．

鵬

唯縞離
融
轡:諦そ動� ) 刺脚翻牌 1合1傘啓喜S与奪二欝遜営Jな

平
第 33表 出土遺物一覧表 (20)
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遺構血

図版h
器種

種類
法  量 器 質 成形・形態 整 形 技 法 ほ か

SD-07

189-1
？・
無

残高 2.1
高台径 9,3 響:B静持再与全:ε:曽灰色DR雫象う昇廷叡

方向で欠いている

高台部横位の撫でほか槻輯によ
る撫で

190-1

-30gG 甕
無

胴部上位 C
一部 堡:訴鞣謬鼠拠 1貪li岳号藉ヨ

督唐墨警罷愁

下位

第34表 出土遺物一覧表 (21)
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写 真 図 版
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図
版
　
１

高田道跡周辺航空写真

- 134-



図
版
　
２

SB-01(E)

SB-01電 (W)

SB-02(S)
手前 は SB-03

- 135-



図
版
　
３

SB-03(W)

SB-04(W)
肇多茸

SB-05(S)

- 186-



図
版
　
４

オ
汗
注
轟

SB-06(S)

SB-06葺](S)

- 187-

SB-07(S)



図
版
　
５

SB-08(W)

SB-13(S)

SB-13鷺](S)

- 138-



図
版
　
６

SB-21(W)

SB-21寵 (W)

・一等一一オ

- 139-

SB-22(S)



図
版
　
７

SB-23(W)
手前 は SB-27

SB―-24.25,26(S)

SB―-24.25.26(E)

- 140-



図
版
　
８

SB-25電  (S)

SB-27(W)

-141-

SB-28(ヽⅣ)



図
版
　
９

SB-29(W)

SB-29寵 (W)

SB-30(SW)
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図
版

10

SB-31(S)
手前 は SB―-30.59

右奥は SB-32

SB-32(W)
手前 は SB-31

―- 143-

SB-32宅 (W)



図
版

11

SB-33(W)

SB-34(W)

SB-35(S)

-144-



図
版
　
１２

・攣

SB-36(S)
手前 は SB-37

SB-36寵  (S)

- 145-

SB-37(W)



図
版

13

SB-37遺物出土
状況 (W)

SB-39(W)

SB-39遺物出土
イ犬況 (N)
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図
版

14

SB-40(SE)

SB-40毛  (SE)

- 147-

SB-42(W)



図
版

15

．　

・
一ｉ
一一，一工麟
拠

SB-42竃 (W) ii■,有
テ・ア
iil・ :|:登

SB-43(S)

SB-44 (W)

- 148-



図
版

16

湧
　．　　・一・一一一一一一一一一オ一一

SB-45(S)
右 は SB-46

SB-46(W)

- 149-

SB-46鷺](W)



図
版
　
１７

囀
臨 饉 盛 ェ ).

帯■ |

li,1!:・
'

み|■ 111生 ●

義粋

籍義

“

を
SB-49(E)

SB-50(S)

―

―

　

＝

」

SB-50寵  (S)
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図
版

18

SB-51(W)

SB-52(W)

- 151 -

SB-52寵 (W)



図
版

19

SB-53(W)

SB-54(NE)

霊
一

鐸
警
≡

|_

SB-56(W)
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